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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

5
月
30
日（
土
）・5
月
31
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

8
日（
金
）・
20
日（
水
）・
26
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
水
）・
18
日（
木
）・
29
日

（
月
）の
予
定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手・群
馬
県
証

紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は
６

月
１
日（
月
）で
す
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

人口
　男
　女
世帯

（　25）
（　21）
（　 4）
（　 6）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,147人
3,517人
3,630人
3,307世帯

転入  31人/  出生 0人
転出  41人/  死亡 15人

（4月1日現在）

（3月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（眞太郎）

（とみ子）

（一　男）

（　正　）

（克　郎）

（　浩　）

（浩　司）

（誠　次）

（　宏　）

（忠　男）

（昌　子）

（英　正）

（佳　男）

中　央

大　坂

矢　川

横　間

下　町

中　央

下青倉

東野牧

吉　崎

中　央

蒔　田

東野牧

栗　山

石井　房子

神戸　巖

園部　ミチ

上原　光雄

櫻井　ふみ子

須賀　廉司

福田　さき子

金井　きよ

小金澤おかい

髙野　良男

下山　和男

加部　喬

田村　善子質問 . これは何の数でしょうか？

回答 . これは手に残るウイルスの数です。

手洗いなし

流水１５秒手洗い

▷

▷

約１，０００，０００個

約１０，０００個

数十個（残存率０.００１％）数十個（残存率０.００１％）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No769

月月

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
当初予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P5
総合戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
当初予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P5
総合戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

下仁田プライド in

ひとり一人の
健康意識

3月届出分〈敬称略・順不同〉

5/5(祝）
11,500円

5/6(祝）
10,500円

5/7(木）
7,200円

5/8(金）
7,200円

5/9(土）
13,600円

5/10(日）
13,400円

5/11(月）
8,000円

2020年 5/5(祝）～5/10(日）感謝料金

日頃の
感謝を
込めて！

下仁田町民
感謝ウイーク開催
下仁田町民

感謝ウイーク開催
有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

※下仁田在住・もしくは在勤の方のみの感謝料金です。(セルフプレー・昼食込・税込）
※電話で、下仁田町在住・在勤をお伝えの上、ご予約下さい。

☎82‒6111

▷
ハンドソープで６０秒
もみ洗い後、流水１５秒

Quest ion 

Answer

出典：厚生労働省ホームページ

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制
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感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

新型コロナウイルス感染症対策へのご協力をお願いいたします。
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、
　　　　「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」です。

ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付着している可能性があります。
外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前 などこまめに手を洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

●手洗い

県
内
統
一
の
相
談
窓
口

【
群
馬
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
５
７
０
―
０
８
２
―
８
２
０

●
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

右
記
以
外
の
時
間
は
電
話
番
号

☎
０
２
７―

２
２
３―

１
１
１
１

F
A
X
で
の
相
談
は
県
庁
保
健
予

防
課

℻
０
２
７―

２
２
３―

７
９
５
０

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係

☎
82―
５
４
９
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

係
る
公
有
施
設
の
利
用
中
止
（
見
学
中
止
）

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
以

下
の
町
有
施
設
を
当
面
の
間
、
利

用
中
止
と
し
ま
す
。

●
利
用
中
止
施
設
名

世
界
遺
産
　
荒
船
風
穴
・
サ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
・
歴
史
館
・
自
然

史
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
・

図
書
室
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
西
牧
分
館
）
・
社
会
体
育

館
・
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
・
か

る
が
も
広
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
・
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体
験

道
場
・
ほ
た
る
山
公
園

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

納
税
が
困
難
な
方
に
は
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
ま
す
（
申
請
に
よ
る
換

価
の
猶
予
：
国
税
徴
収
法
第

1
5
1
条
の
２
）
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
町
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
時

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
申
請
に

よ
り
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
国
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署

管
理
運
営
・
徴
収
部
門

☎
0
2
7
4―

63―

2
2
3
5

（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

●
町
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
☎
82―

2
1
1
3

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
６
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、道
路
の

整
備
だ
け
で
な
く
、医
療
、福
祉
、教

育
の
充
実
な
ど
、安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て

大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、下
仁
田

町
役
場（
会
計
課
）、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、県
内
金
融
機
関
、郵
便
局
、

行
政
県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務

所
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「
Ｐ
ａ
ｙ―

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

ま
た
、W
e
b
サ
イ
ト「
Y
a
h
o
o
!

公
金
支
払
い
」か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
納
税
で
き
る
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ（
　
　
　
　
　
　
　
　
）を
利
用

し
て
納
税
で
き
ま
す
。

※
ご
注
意
：
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。納
税

場
所
は
役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3（
直
通
）へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

も
納
期
限【
6
月
1
日（
月
）】ま
で
に

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎ 

0
2
7
4―

63―

2
2
4
5

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎ 

0
2
7―

2
6
3―

4
3
4
3

※
継
続
検
査
用
、構
造
等
変
更
検
査

用
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て
自
動
車

を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書

も
一
緒
に
渡
し
、自
動
車
を
譲
り
受

け
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書
も
一
緒

に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
経
済
対
策

小
口
資
金
融
資
の
利
子
補
給
率
拡
充

　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
売
上
高
が
10
%

以
上
減
少
し
経
営
に
支
障
を
来
た

し
て
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を

支
援
す
る
た
め
「
小
口
資
金
融
資

制
度
」
の
利
子
補
給
率
を
3
年
間

全
額
補
給
し
、
あ
わ
せ
て
保
証
料

を
全
額
補
助
す
る
制
度
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
群
馬
銀
行
下
仁
田
支

店
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田

支
店
、
群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田

支
店
の
「
小
口
資
金
融
資
」
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

U
RL：

https://w
w
w
.nta.go.jp/

taxes/nozei/nofu_konnan.htm

!LIN
E Pay、PayPay

町民の方専用の相談窓口を設置しました
新型コロナウイルス感染症
下仁田町コールセンター
☎０２７４―82―５４９０
（保健センター内）

　
４
月
７
日
に
発
出
さ
れ
た
『
緊

急
事
態
宣
言
』
は
、
そ
の
後
、
全

国
に
対
象
範
囲
を
広
げ
、
４
月
17

日
か
ら
群
馬
県
に
お
い
て
緊
急
事

態
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
…

①
不
要
不
急
の
外
出
、
流
行
地
域

へ
の
移
動
を
控
え
る

②
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い

を
励
行
す
る

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る

④
発
熱
、
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る

さ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、
仕

事
や
学
校
を
休
む

⑤
十
分
な
休
養
・
睡
眠
、
栄
養
を
と
る

⑥
定
期
的
に
換
気
を
行
う

⑦
持
病
の
あ
る
人
は
か
か
り
つ
け
医

の
指
示
の
も
と
健
康
管
理
を
す
る

●
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
…

　
次
の
い
ず
れ
か
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
相
談
窓
口
に
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息

苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
↓
直
ち
に

②
風
邪
の
症
状
や
37
・
5
℃
以
上
の

発
熱
↓
一
般
の
人
は
4
日
以
上
続
く

場
合
。
高
齢
者
、
持
病
の
あ
る
人
、

妊
婦
は
2
日
程
度
続
く
場
合

緊
急
事
態
宣
言
が

　
　
　
　
発
出
さ
れ
て
い
ま
す

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた
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感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が

で
き
る
対
策
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

新型コロナウイルス感染症対策へのご協力をお願いいたします。
新型コロナウイルスを含む感染症対策の基本は、
　　　　「手洗い」や「マスクの着用を含む咳エチケット」です。

ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手にもウイルスが付着している可能性があります。
外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前 などこまめに手を洗います。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

●手洗い

県
内
統
一
の
相
談
窓
口

【
群
馬
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
】

☎
０
５
７
０
―
０
８
２
―
８
２
０

●
受
付
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

右
記
以
外
の
時
間
は
電
話
番
号

☎
０
２
７―

２
２
３―

１
１
１
１

F
A
X
で
の
相
談
は
県
庁
保
健
予

防
課

℻
０
２
７―

２
２
３―

７
９
５
０

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
保
健
予
防
係

☎
82―

５
４
９
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に

係
る
公
有
施
設
の
利
用
中
止
（
見
学
中
止
）

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
以

下
の
町
有
施
設
を
当
面
の
間
、
利

用
中
止
と
し
ま
す
。

●
利
用
中
止
施
設
名

世
界
遺
産
　
荒
船
風
穴
・
サ
ン
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
・
歴
史
館
・
自
然

史
館
・
文
化
ホ
ー
ル
・
公
民
館
・

図
書
室
・
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
公

民
館
西
牧
分
館
）
・
社
会
体
育

館
・
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
・
か

る
が
も
広
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）
・
こ
ん
に
ゃ
く
手
作
り
体
験

道
場
・
ほ
た
る
山
公
園

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

納
税
が
困
難
な
方
に
は
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
税
務
署
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

と
き
は
、
原
則
と
し
て
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
ま
す
（
申
請
に
よ
る
換

価
の
猶
予
：
国
税
徴
収
法
第

1
5
1
条
の
２
）
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
町
税
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
時

に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
申
請
に

よ
り
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
国
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署

管
理
運
営
・
徴
収
部
門

☎
0
2
7
4―

63―

2
2
3
5

（
代
表
）

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

●
町
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
☎
82―

2
1
1
3

自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
６
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、道
路
の

整
備
だ
け
で
な
く
、医
療
、福
祉
、教

育
の
充
実
な
ど
、安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て

大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、下
仁
田

町
役
場（
会
計
課
）、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、県
内
金
融
機
関
、郵
便
局
、

行
政
県
税
事
務
所
、自
動
車
税
事
務

所
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、

「
Ｐ
ａ
ｙ―

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）」

対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
納
税
で
き
ま
す
。

ま
た
、W
e
b
サ
イ
ト「
Y
a
h
o
o
!

公
金
支
払
い
」か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
納
税
で
き
る
ほ
か
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ（
　
　
　
　
　
　
　
　
）を
利
用

し
て
納
税
で
き
ま
す
。

※
ご
注
意
：
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）は
町
に
納
め
る
税
金
で
す
。納
税

場
所
は
役
場
住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3（
直
通
）へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

も
納
期
限【
6
月
1
日（
月
）】ま
で
に

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎ 

0
2
7
4―

63―

2
2
4
5

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎ 

0
2
7―

2
6
3―

4
3
4
3

※
継
続
検
査
用
、構
造
等
変
更
検
査

用
の
納
税
証
明
書
に
つ
い
て
自
動
車

を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書

も
一
緒
に
渡
し
、自
動
車
を
譲
り
受

け
る
場
合
に
は
納
税
証
明
書
も
一
緒

に
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
経
済
対
策

小
口
資
金
融
資
の
利
子
補
給
率
拡
充

　
町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
売
上
高
が
10
%

以
上
減
少
し
経
営
に
支
障
を
来
た

し
て
い
る
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
を

支
援
す
る
た
め
「
小
口
資
金
融
資

制
度
」
の
利
子
補
給
率
を
3
年
間

全
額
補
給
し
、
あ
わ
せ
て
保
証
料

を
全
額
補
助
す
る
制
度
を
は
じ
め

ま
し
た
。

　
詳
細
は
、
群
馬
銀
行
下
仁
田
支

店
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
下
仁
田

支
店
、
群
馬
県
信
用
組
合
下
仁
田

支
店
の
「
小
口
資
金
融
資
」
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

U
RL：

https://w
w
w
.nta.go.jp/

taxes/nozei/nofu_konnan.htm
!LIN

E Pay、PayPay

町民の方専用の相談窓口を設置しました
新型コロナウイルス感染症
下仁田町コールセンター
☎０２７４―82―５４９０
（保健センター内）

　
４
月
７
日
に
発
出
さ
れ
た
『
緊

急
事
態
宣
言
』
は
、
そ
の
後
、
全

国
に
対
象
範
囲
を
広
げ
、
４
月
17

日
か
ら
群
馬
県
に
お
い
て
緊
急
事

態
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
…

①
不
要
不
急
の
外
出
、
流
行
地
域

へ
の
移
動
を
控
え
る

②
石
け
ん
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い

を
励
行
す
る

③
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る

④
発
熱
、
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る

さ
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
、
仕

事
や
学
校
を
休
む

⑤
十
分
な
休
養
・
睡
眠
、
栄
養
を
と
る

⑥
定
期
的
に
換
気
を
行
う

⑦
持
病
の
あ
る
人
は
か
か
り
つ
け
医

の
指
示
の
も
と
健
康
管
理
を
す
る

●
感
染
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
…

　
次
の
い
ず
れ
か
の
症
状
が
あ
る

人
は
、
相
談
窓
口
に
電
話
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

①
強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息

苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
↓
直
ち
に

②
風
邪
の
症
状
や
37
・
5
℃
以
上
の

発
熱
↓
一
般
の
人
は
4
日
以
上
続
く

場
合
。
高
齢
者
、
持
病
の
あ
る
人
、

妊
婦
は
2
日
程
度
続
く
場
合

緊
急
事
態
宣
言
が

　
　
　
　
発
出
さ
れ
て
い
ま
す

新型コロナウイルス感染症対策新型コロナウイルス感染症対策

広
報しもにた



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和2年度（2020）一般会計予算

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約11万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　7,147人
世　帯　　　3,307世帯

令和元年度末起債残高見込
56億6,182万円

町民1人当たり
約79万円

令和元年度末財政調整基金残高見込
11億7,759万円

町民1人当たり
約16万円

※令和2年4月1日現在

約25万円

　令和2年度下仁田町の一般会計予算は51億7,600万円で、前年度比較1億0,200万円の減額（△ 1.9％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。
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令和2年度（2020）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和2年度
当初予算額

令和1年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

944,800
146,170
1,357,770
93,158

0
247,120
240,463
95,531
163,657

963,140
140,620
1,367,278
87,879
323,950
250,361
246,349
99,870
179,013

△ 18,340
5,550

△ 9,508
5,279

△ 323,950
△ 3,241
△ 5,886
△ 4,339
△ 15,356

△ 1.9%
3.9%

△ 0.7%
6.0%
皆減

△ 1.3%
△ 2.4%
△ 4.3%
△ 8.6%

令和2年度（2020）の主な事業 （単位:千円）

事業名等
旧西中学校解体跡地に、消防団詰所、防災倉庫を備えた研修室、ヘリポート等を建設し地域防災
の拠点整備を図る。
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、返礼品等の特典を支給し、ふるさと納税の促進と下仁田町
の認知度アップを図る。

卒業後町へ定住した場合、保護者が返済した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

小中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降保育料免除及び第１子（年収360万円未満世
帯のみ）保育料免除に伴う町負担分

季節性インフルエンザ予防接種（任意接種）費用の一部を助成する。
◯対象　満3歳～18歳　◯期間　10月～12月

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

集落高齢者等タクシー利用券交付

障害者・ひとり親世帯及び中学校３年生までの子どもの医療費助成

農業生産基盤保全整備４路線（馬山地内）

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払
い員雇用等

町と地域住民等の協働による地域に根差した森林整備活動整備支援

各観光施設の整備、維持管理

観光宣伝PR、観光地の紹介、物産展参加、こんにゃく・下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

過疎道路（4路線）・一般町道（1路線）

橋梁補修（4橋）・橋梁点検

過年度災害復旧（5箇所）

伊勢山下住宅Ｇ棟建設　木造2階建1棟２戸

市町村設置型50基整備（5人槽39基・7人槽9基・10人槽2基）浄化槽エコ補助金・維持管理費

水道本管布設替（2箇所）・災害復旧（4箇所）

荒船風穴（文化財）保存管理及び整備・調査等

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
中学生海外派遣事業、小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

予算額 概　　要

93,500

34,976

25,871

1,950

3,058

1,512

2,400

55,850

1,000

34,252

16,710

5,559

9,500

33,398

22,752

2,000

88,080

89,405

195,941

41,073

93,158

32,351

29,960

38,093

防災広場建設工事

ふるさと納税促進事業

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

季節性インフルエンザ任意接種費用助成

小規模農村整備事業

有害鳥獣対策

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

観光施設維持管理

観光推進事業

創業促進事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

災害復旧事業

公営住宅建設事業

浄化槽整備事業

水道本管布設替事業

ICT整備及び利活用、英語教育の推進

文化財調査保護費

町税
８億1,707万円
15.8%

分担金・負担金
1,798万円
0.3%

使用料・手数料
4,142万円
0.8%

寄附金
7,032万円
1.4%

繰入金・繰越金
1億9,684万円
3.8%

諸収入・財産収入
5,248万円
1.0%地方譲与税

7,707万円
1.5%

各種交付金
1億5,456万円
3.0%

国庫支出金
4億7,494万円
9.2%

県支出金
3億3,392万円
6.5%

町債
6億2,940万円
12.2%

地方交付税
23億1,000万円
44.6%

1世帯当たり
に掛かる費用 約157万円 約72万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億5,856万円
18.5%

総務費
7億3,389万円
14.2%

一部事務組合への
負担金等

12億1,175万円
23.4%

物品購入・
委託料等

5億9,336万円
11.5%

施設の修繕
管理費等

4,268万円　0.8%

施設の修繕
管理費等

4,268万円　0.8%

積立金等
3億2,478万円
6.3%

児童手当・施設
入所負担金等
4億8,726万円
9.4%

児童手当・施設
入所負担金等
4億8,726万円
9.4%

借入金の
元利償還金
6億5,967万円
12.7%

民生費
10億5,308万円
20.3%

公債費
6億9,550万円
13.4%

予備費
1,000万円　0.2%
災害復旧費
2億3,895万円
4.6%
諸支出金
4万円
0.0%

消防費
3億6,013万円
7.0%

衛生費
7億6,235万円
14.7%教育費

4億3,473万円
8.4%議会費

7,468万円　1.4%

労働費
172万円
0.0%

農林水産業費
2億8,644万円
5.5%

商工費
1億2,250万円
2.4%

特別会計への
繰出金等
3億0,925万円
6.0%

道路・施設等の
建設改良費
5億8,869万円
11.4%

道路・施設等の
建設改良費
5億8,869万円
11.4%

土木費
4億0,199万円
7.8%

目的別 性質別

広
報しもにた

当初予算当初予算



下仁田町役場　☎0274－82－2111（代表）

令和2年度（2020）一般会計予算

歳出

歳入 1世帯当たりが
納める町税 約11万円

1人当たりが
納める町税

人　口　　　7,147人
世　帯　　　3,307世帯

令和元年度末起債残高見込
56億6,182万円

町民1人当たり
約79万円

令和元年度末財政調整基金残高見込
11億7,759万円

町民1人当たり
約16万円

※令和2年4月1日現在

約25万円

　令和2年度下仁田町の一般会計予算は51億7,600万円で、前年度比較1億0,200万円の減額（△ 1.9％）となりました。
　今年度も「第5次総合計画」や「下仁田町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策体系に基づき、本町の発展に繋
がる施策や事業を中心に効率的な予算配分を行い、この予算のもとで【町民中心のまちづくり】を目指して取り組ん
でまいります。
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令和2年度（2020）特別会計予算及び公営企業会計予算
(単位:千円）

会　計　名 令和2年度
当初予算額

令和1年度
当初予算額

比　較
金　額 伸　率

公
営
企
業
会
計

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
浄 化 槽 整 備 事 業
ガ ス 事 業 清 算
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

水
道
事
業

944,800
146,170
1,357,770
93,158

0
247,120
240,463
95,531
163,657

963,140
140,620
1,367,278
87,879
323,950
250,361
246,349
99,870
179,013

△ 18,340
5,550

△ 9,508
5,279

△ 323,950
△ 3,241
△ 5,886
△ 4,339
△ 15,356

△ 1.9%
3.9%

△ 0.7%
6.0%
皆減

△ 1.3%
△ 2.4%
△ 4.3%
△ 8.6%

令和2年度（2020）の主な事業 （単位:千円）

事業名等
旧西中学校解体跡地に、消防団詰所、防災倉庫を備えた研修室、ヘリポート等を建設し地域防災
の拠点整備を図る。
「ふるさと下仁田応援寄付金」に対し、返礼品等の特典を支給し、ふるさと納税の促進と下仁田町
の認知度アップを図る。

卒業後町へ定住した場合、保護者が返済した奨学ローン相当額を町が助成する奨学金制度

小中学校入学時に祝金3万円・商品券2万円を支給

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降保育料免除及び第１子（年収360万円未満世
帯のみ）保育料免除に伴う町負担分

季節性インフルエンザ予防接種（任意接種）費用の一部を助成する。
◯対象　満3歳～18歳　◯期間　10月～12月

保育所及び認定こども園入所園児の第2子目以降副食費（おかず・おやつ代）に伴う町負担分

集落高齢者等タクシー利用券交付

障害者・ひとり親世帯及び中学校３年生までの子どもの医療費助成

農業生産基盤保全整備４路線（馬山地内）

猟友会への駆除委託、狩猟免許取得等補助、有害鳥獣追払い資材購入、防除対策費用、猿追払
い員雇用等

町と地域住民等の協働による地域に根差した森林整備活動整備支援

各観光施設の整備、維持管理

観光宣伝PR、観光地の紹介、物産展参加、こんにゃく・下仁田ねぎの宣伝事業

新たな起業・創業者に対する補助事業

過疎道路（4路線）・一般町道（1路線）

橋梁補修（4橋）・橋梁点検

過年度災害復旧（5箇所）

伊勢山下住宅Ｇ棟建設　木造2階建1棟２戸

市町村設置型50基整備（5人槽39基・7人槽9基・10人槽2基）浄化槽エコ補助金・維持管理費

水道本管布設替（2箇所）・災害復旧（4箇所）

荒船風穴（文化財）保存管理及び整備・調査等

町産木材の利用促進と民有林の荒廃予防を図るため、町内の山林から人工林を伐採及び搬出した
者に対し、その費用の一部を補助

小中学校でのICT整備及び利活用により、児童生徒の情報活用能力を育成。
中学生海外派遣事業、小中一貫外国語教育、小中学校へのALT配置、中学生英検受験料補助などを実施。

予算額 概　　要

93,500

34,976

25,871

1,950

3,058

1,512

2,400

55,850

1,000

34,252

16,710

5,559

9,500

33,398

22,752

2,000

88,080

89,405

195,941

41,073

93,158

32,351

29,960

38,093

防災広場建設工事

ふるさと納税促進事業

ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業

入学祝金

保育所運営委託（保育料免除）

保育所運営委託（副食費免除）

タクシー利用券交付事業

福祉医療費助成

季節性インフルエンザ任意接種費用助成

小規模農村整備事業

有害鳥獣対策

ぐんま緑の県民基金事業

森林整備促進事業

観光施設維持管理

観光推進事業

創業促進事業

町道改良事業

橋梁維持管理事業

災害復旧事業

公営住宅建設事業

浄化槽整備事業

水道本管布設替事業

ICT整備及び利活用、英語教育の推進

文化財調査保護費

町税
８億1,707万円
15.8%

分担金・負担金
1,798万円
0.3%

使用料・手数料
4,142万円
0.8%

寄附金
7,032万円
1.4%

繰入金・繰越金
1億9,684万円
3.8%

諸収入・財産収入
5,248万円
1.0%地方譲与税

7,707万円
1.5%

各種交付金
1億5,456万円
3.0%

国庫支出金
4億7,494万円
9.2%

県支出金
3億3,392万円
6.5%

町債
6億2,940万円
12.2%

地方交付税
23億1,000万円
44.6%

1世帯当たり
に掛かる費用 約157万円 約72万円

1人当たりに
掛かる費用

職員・議員等の
給与及び報酬
9億5,856万円
18.5%

総務費
7億3,389万円
14.2%

一部事務組合への
負担金等

12億1,175万円
23.4%

物品購入・
委託料等

5億9,336万円
11.5%

施設の修繕
管理費等

4,268万円　0.8%

施設の修繕
管理費等

4,268万円　0.8%

積立金等
3億2,478万円
6.3%

児童手当・施設
入所負担金等
4億8,726万円
9.4%

児童手当・施設
入所負担金等
4億8,726万円
9.4%

借入金の
元利償還金
6億5,967万円
12.7%

民生費
10億5,308万円
20.3%

公債費
6億9,550万円
13.4%

予備費
1,000万円　0.2%
災害復旧費
2億3,895万円
4.6%
諸支出金
4万円
0.0%

消防費
3億6,013万円
7.0%

衛生費
7億6,235万円
14.7%教育費

4億3,473万円
8.4%議会費

7,468万円　1.4%

労働費
172万円
0.0%

農林水産業費
2億8,644万円
5.5%

商工費
1億2,250万円
2.4%

特別会計への
繰出金等
3億0,925万円
6.0%

道路・施設等の
建設改良費
5億8,869万円
11.4%

道路・施設等の
建設改良費
5億8,869万円
11.4%

土木費
4億0,199万円
7.8%

目的別 性質別

広
報しもにた

当初予算当初予算



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。

■令和2年度（2020） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和2年度（2020） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

保健課
農林課
農林課
農林課
農林課
商工観光課
商工観光課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
総務課
総務課
総務課
総務課
総務課
総務課
教育課
教育課
教育課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
農林課
農林課
農林課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課

下仁田
馬山
南野牧
平原
栗山
吉崎
馬山
南野牧
西野牧
馬山
栗山
西野牧
下仁田

西野牧・本宿
下小坂
吉崎
下仁田
西野牧
中小坂
西野牧
西野牧
西野牧
下仁田
下仁田
下仁田
南野牧
馬山
馬山
東野牧
下郷
馬山
平原
平原
平原
下仁田
馬山

川井・東野牧
馬山
西野牧

保健センター電気設備交換工事
小規模農村整備事業　竹ノ上地内道路改良工事(第2期)
県単林道改良事業御場山線
県単林道改良事業平原線
県単林道改良事業稲含高倉線
ほたる山公園遊具整備工事
あじさい園遊歩道整備工事
町道4380号（内山）線道路維持工事
町道4332号（五郎戸）線道路改良工事
町道0106号（上ノ谷戸～横瀬）線舗装改良工事
町道0204号（道合～高倉）線舗装改良工事
町道0220号（小平）線舗装改良工事
下河原線舗装改良工事
町道0117号線（常盤橋）橋梁補修工事
普通河川田ノ入沢川河川改修工事
吉崎・しらかば団地浴室等改修工事
伊勢山下住宅Ｇ棟建設工事
防火水槽設置工事 西野牧・新屋公会堂北
防火水槽設置工事 旧小坂小プール跡地　
防災広場建設工事（第４分団消防詰所）
防災広場建設工事（防災倉庫を備えた研修施設）
防災広場土木工事（ヘリポート等整備工事）
下河原ヘリポート建設工事
体育館軒樋改修工事
校舎屋上防水改修工事
荒船風穴番舎遺構ゾーン(斜面地)整備工事
町道2344号(三本杉)線(2工区)道路災害復旧工事
町道0103号(石淵～赤津)線(1工区)道路災害復旧工事
町道3153号(落沢)線(5工区)道路災害復旧工事
町道3149号(下郷～大萱)線(2工区) 道路災害復旧工事
町道橋1018号橋(赤津橋) 橋梁災害復旧工事
七久保橋倉線災害復旧工事　(１号箇所)
七久保橋倉線災害復旧工事　(２号箇所)
七久保橋倉線災害復旧工事　(３号箇所)
国道254号線水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事
【台風災害復旧】三本杉地区・導水管破断修理工事
【台風災害復旧】保温カバー修理工事
町道2047号線水道本管布設替工事(石渕)
町道0220号線水道本管布設替工事(小平)

電気設備交換
改良工事　L=100m W=4.0m
改良工事　L=30m   W＝4.0m
改良工事　L=35m   W＝3.0m
改良工事　L=2000m　W＝4.0m
遊具設置 1基
遊歩道舗装 L=175ｍ 橋梁工事　1橋
補修　L=10m
道路改良　L=50m
舗装改良　L=500m
舗装改良　L=200m
舗装改良　L=120m
舗装改良　L=100m
橋梁補修（車道部）L=27m
河川改修　L=40m
しらかば団地 2戸・吉崎団地 4戸リフォーム
木造2階建1棟２戸
老朽防火水槽解体。跡地に新設40㎥１基
既設プール解体。跡地に防火水槽40㎥1基
建築面積96.05㎡
建築面積126.69㎡
ヘリポート2,400㎡他進入路等
アスファルト1,600㎡
大型雨樋取付・撤去約100ｍ
防水工事約180㎡
風穴番舎関連施設遺構の保存整備・園路整備
災害復旧　L=112m
災害復旧　L=9m
災害復旧　L=230m
災害復旧　L=1,117m
災害復旧　L=20m
災害復旧工事　L=36m 　W＝5.0m
災害復旧工事　L=36m 　W＝5.0m
災害復旧工事　L=276m　 W＝5.0m
アスファルト舗装　Ａ＝290.8㎡
PE管　Φ75＝230.5ｍ
ステンレスラッキング　Φ200＝10ｍ・Φ75　8ｍ
PE管　Φ75＝200ｍ
PE管　Φ50＝130ｍ

6月～9月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
11月～3月
8月～3月
9月～12月
11月～2月
5月～8月
12月～3月
12月～3月
8月～11月
10月～3月
11月～3月
6月～12月
8月～3月
4月～9月
6月～3月
6月～12月
6月～12月
9月～3月
堰堤工事中のため未定
7～9月
7～9月
5～1月
11月～3月
11月～3月
10月～3月
10月～3月
11月～2月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
10月～12月
10月～3月
7月～2月
7月～2月
7月～2月

整理
番号

工事場所
（大字） 予定工期

※契約の方法等は指名競争です

担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，５3４人
（町の全人口の４9．45％）

男　計１，６15人
女　計１，９19人

男女１５～６４歳　計３，２３９人
（町の全人口の４５．３２％）

男　計１，７１９人
女　計１，５２０人

男女０～１４歳　計３７４人
（町の全人口の５．２３％）

男　計１８３人
女　計１９１人

下仁田町の人口
（Ｒ２．４．１現在）

合計　　　　　　　　７，１４７人
男　　　　　　　　　３，５１７人
女　　　　　　　　　３，６３０人

世帯数　　　　　　３，３０７世帯
世帯平均　　　　 　　　２．２人
平均年齢　　　　　　５９．３５歳

この表は令和2年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和２年４月１日現在

広
報しもにた



7 6下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に基づき、下仁田町が発注する予定の２５０万円を
超える公共工事について、ここに公表いたします。ただし、次のものについては確定次第公表いたします。

■令和2年度（2020） ２５０万円以上の工事予定概要調書■令和2年度（2020） ２５０万円以上の工事予定概要調書

  １　用地の取得が未了又は地権者との調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ２　工事に必要な公物管理者との協議・調整が未了で公表する見通しが立たないもの
  ３　補助事業で、所管官庁の交付決定等が完了しないと公表の見通しが立たないもの

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39

保健課
農林課
農林課
農林課
農林課

商工観光課
商工観光課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
総務課
総務課
総務課
総務課
総務課
総務課
教育課
教育課
教育課

建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
農林課
農林課
農林課

建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課
建設水道課

下仁田
馬山
南野牧
平原
栗山
吉崎
馬山
南野牧
西野牧
馬山
栗山
西野牧
下仁田

西野牧・本宿
下小坂
吉崎
下仁田
西野牧
中小坂
西野牧
西野牧
西野牧
下仁田
下仁田
下仁田
南野牧
馬山
馬山
東野牧
下郷
馬山
平原
平原
平原
下仁田
馬山

川井・東野牧
馬山
西野牧

保健センター電気設備交換工事
小規模農村整備事業　竹ノ上地内道路改良工事(第2期)
県単林道改良事業御場山線
県単林道改良事業平原線
県単林道改良事業稲含高倉線
ほたる山公園遊具整備工事
あじさい園遊歩道整備工事
町道4380号（内山）線道路維持工事
町道4332号（五郎戸）線道路改良工事
町道0106号（上ノ谷戸～横瀬）線舗装改良工事
町道0204号（道合～高倉）線舗装改良工事
町道0220号（小平）線舗装改良工事
下河原線舗装改良工事
町道0117号線（常盤橋）橋梁補修工事
普通河川田ノ入沢川河川改修工事
吉崎・しらかば団地浴室等改修工事
伊勢山下住宅Ｇ棟建設工事
防火水槽設置工事 西野牧・新屋公会堂北
防火水槽設置工事 旧小坂小プール跡地　
防災広場建設工事（第４分団消防詰所）
防災広場建設工事（防災倉庫を備えた研修施設）
防災広場土木工事（ヘリポート等整備工事）
下河原ヘリポート建設工事
体育館軒樋改修工事
校舎屋上防水改修工事
荒船風穴番舎遺構ゾーン(斜面地)整備工事
町道2344号(三本杉)線(2工区)道路災害復旧工事
町道0103号(石淵～赤津)線(1工区)道路災害復旧工事
町道3153号(落沢)線(5工区)道路災害復旧工事
町道3149号(下郷～大萱)線(2工区) 道路災害復旧工事
町道橋1018号橋(赤津橋) 橋梁災害復旧工事
七久保橋倉線災害復旧工事　(１号箇所)
七久保橋倉線災害復旧工事　(２号箇所)
七久保橋倉線災害復旧工事　(３号箇所)
国道254号線水道本管布設替工事に伴う舗装本復旧工事
【台風災害復旧】三本杉地区・導水管破断修理工事
【台風災害復旧】保温カバー修理工事
町道2047号線水道本管布設替工事(石渕)
町道0220号線水道本管布設替工事(小平)

電気設備交換
改良工事　L=100m W=4.0m
改良工事　L=30m   W＝4.0m
改良工事　L=35m   W＝3.0m
改良工事　L=2000m　W＝4.0m
遊具設置 1基
遊歩道舗装 L=175ｍ 橋梁工事　1橋
補修　L=10m
道路改良　L=50m
舗装改良　L=500m
舗装改良　L=200m
舗装改良　L=120m
舗装改良　L=100m
橋梁補修（車道部）L=27m
河川改修　L=40m
しらかば団地 2戸・吉崎団地 4戸リフォーム
木造2階建1棟２戸
老朽防火水槽解体。跡地に新設40㎥１基
既設プール解体。跡地に防火水槽40㎥1基
建築面積96.05㎡
建築面積126.69㎡
ヘリポート2,400㎡他進入路等
アスファルト1,600㎡
大型雨樋取付・撤去約100ｍ
防水工事約180㎡
風穴番舎関連施設遺構の保存整備・園路整備
災害復旧　L=112m
災害復旧　L=9m
災害復旧　L=230m
災害復旧　L=1,117m
災害復旧　L=20m
災害復旧工事　L=36m 　W＝5.0m
災害復旧工事　L=36m 　W＝5.0m
災害復旧工事　L=276m　 W＝5.0m
アスファルト舗装　Ａ＝290.8㎡
PE管　Φ75＝230.5ｍ
ステンレスラッキング　Φ200＝10ｍ・Φ75　8ｍ
PE管　Φ75＝200ｍ
PE管　Φ50＝130ｍ

6月～9月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
11月～3月
8月～3月
9月～12月
11月～2月
5月～8月
12月～3月
12月～3月
8月～11月
10月～3月
11月～3月
6月～12月
8月～3月
4月～9月
6月～3月
6月～12月
6月～12月
9月～3月
堰堤工事中のため未定
7～9月
7～9月
5～1月
11月～3月
11月～3月
10月～3月
10月～3月
11月～2月
7月～3月
7月～3月
7月～3月
10月～12月
10月～3月
7月～2月
7月～2月
7月～2月

整理
番号

工事場所
（大字） 予定工期

※契約の方法等は指名競争です

担当課 工事名 工事概要

行政情報行政情報

町の年齢別人口（人口ピラミッド）町の年齢別人口（人口ピラミッド）

男

　性

男

　性

女

　性

女

　性

男女６５歳以上～　計３，５3４人
（町の全人口の４9．45％）

男　計１，６15人
女　計１，９19人

男女１５～６４歳　計３，２３９人
（町の全人口の４５．３２％）

男　計１，７１９人
女　計１，５２０人

男女０～１４歳　計３７４人
（町の全人口の５．２３％）

男　計１８３人
女　計１９１人

下仁田町の人口
（Ｒ２．４．１現在）

合計　　　　　　　　７，１４７人
男　　　　　　　　　３，５１７人
女　　　　　　　　　３，６３０人

世帯数　　　　　　３，３０７世帯
世帯平均　　　　 　　　２．２人
平均年齢　　　　　　５９．３５歳

この表は令和2年４月１日現在の下
仁田町の年齢別人口を表したもの
です。
図の中央にある数字が年齢、その両
脇にある数字がその年齢の人口数
です。中央左側が男性の数、右側が
女性の数で、★１つを１～５人分に換
算して表示してあります。

令和２年４月１日現在

広
報しもにた
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１
―
１
　
乳
幼
児
へ
の
支
援

◎
子
育
て
助
成
・
子
育
て
支
援
制
度
の

充
実

◎
乳
幼
児
の
医
療
体
制
強
化

１
―
２
　
教
育
環
境
の
充
実

◎
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
未
来

を
拓
く
人
を
育
む
教
育

◎
放
課
後
学
習
等
の
充
実

１
―
３
　
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
の
整
備

◎
親
子
サ
ロ
ン
（
か
る
が
も
広
場
）
の

活
用
向
上

◎
ス
ポ
ッ
ト
公
園
の
整
備

１
―
４
　
新
婚
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実

◎
結
婚
に
伴
う
新
生
活
支
援

１
―
５
　
金
融
機
関
と
連
携
し
た
教
育

制
度
の
充
実

◎
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

２
―
１
　
健
康
長
寿
の
延
伸

◎
健
康
増
進

◎
高
齢
者
単
身
世
帯
の
見
守
り
・
サ

ポ
ー
ト

◎
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

■
定
住
・
移
住
■

自
然
豊
か
な
風
土
を
活
か
し
、
多
く
の

人
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

　
町
内
居
住
者
の
転
出
抑
制
、
町
外
か

ら
の
移
住
促
進
の
両
面
か
ら
、
引
き
続

き
若
い
世
代
や
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
等

の
定
住
・
移
住
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
進
め

持
続
的
な
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。

１
―
１
　
住
宅
の
取
得
支
援

◎
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
支
援

◎
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
宅
整

備◎
住
み
よ
い
環
境
の
整
備

２
―
１
　
空
き
家
対
策

◎
空
き
家
の
情
報
の
収
集
と
提
供
及
び

活
用
促
進

◎
田
舎
暮
ら
し
体
験
の
機
会
創
出

■
雇
用
・
交
流
■

産
業
・
観
光
を
活
性
化
し
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
下
仁
田
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
農
業

の
付
加
価
値
創
出
及
び
６
次
産
業
化
に

加
え
、
企
業
誘
致
や
就
業
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資

源
を
活
か
し
、
周
辺
地
域
と
連
携
し
た

観
光
振
興
を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

■
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
本
町
の

人
口
分
析
を
踏
ま
え
、
今
後
目
指
す
べ

き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を

示
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
を
緩
和
し
て
い
く
た
め
に

は
、
定
住
や
移
住
に
関
す
る
希
望
や
就

職
・
雇
用
に
関
す
る
希
望
を
か
な
え
な

が
ら
、
町
外
へ
の
流
出
を
抑
制
し
て
、

町
内
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
社

会
増
減
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
人
口
減
少
か
ら
人

口
維
持
、
さ
ら
に
は
可
能
な
限
り
人
口

増
加
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
や
子
育
て
に
対
す
る
希
望

を
か
な
え
る
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実

施
し
、
出
生
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

■
下
仁
田
町
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
　
総
合
戦
略

　
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
示
す
短
期
目

標
の
実
現
に
向
け
、
『
総
合
戦
略
』
で

は
、
本
町
が
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題

を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を

定
め
ま
す
。

　
「
生
活
・
育
児
」
「
定
住
・
移
住
」

「
雇
用
・
交
流
」
の
３
つ
の
軸
に
は
そ

れ
ぞ
れ
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
「
生
活
・
育
児
」
に
つ
い
て
は
基

準
値
よ
り
悪
化
と
な
り
目
標
は
未
達
成

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
定
住
・
移

住
」
、
「
雇
用
・
交
流
」
に
つ
い
て

は
、
一
部
目
標
未
達
成
は
あ
る
も
の

の
、
目
標
達
成
や
進
捗
が
見
ら
れ
る
評

価
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
つ
の
柱
に
は
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
、
そ
れ
に
対
す
る
重
要
業
績
評
価

指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
で
48
指
標
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
目
標
達
成
、
目
標
未
達
成
で
あ

る
が
進
捗
が
見
ら
れ
た
評
価
は
８
割
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
取
り
組

み
や
目
標
設
定
の
見
直
し
を
行
い
、
引

き
続
き
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を
抑
制
す
る

た
め
、
以
下
の
３
つ
を
軸
と
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
生
活
・
育
児
■

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
を
支
援
す
る

体
制
を
拡
充
し
、
医
療
・
福
祉
に
必
要

不
可
欠
な
環
境
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

●下仁田町の人口の将来展望

目標
年次

令和7年
（2025）

社会減、自然減の緩和により、人口の減少率を下げ、
総人口6,500人の確保を目指す。

定住・移住施策の充実による転出・転入の均衡と、
結婚・子育て支援の充実等により合計特殊出生率の
向上を図ることで、総人口6,000人の確保を目指す。

令和12年
（2030）

目標内容

数値目標

合計特殊出生率
令和2年7月頃公表予定
（平成25～29年） 1.60

851,025円851,025円
（平成30年）

後期高齢者
1人当たりの医療費

基準値 目標値（令和６年）

町内からの転出人数

町内への転入人数

空き家の利用件数

238人
（平成30年）

105人
（平成30年）

25件
（平成27～30年）

200人/年

200人/年

25件

数値目標 基準値 目標値（令和６年）

一次産業（農林業）就業者

新規雇用創出数

交流人口（観光入込客数）

480人
（平成27年）

16人
（平成30年）

902,800人
（平成30年）

480人

20人

902,800人

数値目標 基準値 目標値（令和６年）

《
実
現
に
向
け
た
施
策
》

《
実
現
に
向
け
た
施
策
》

１
．
出
産
・
子
育
て
が
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

１
．
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
地
域
づ
く
り

２
．
こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
と

思
え
る
地
域
づ
く
り

２
．
誰
も
が
健
康
長
寿
に
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り

総合戦略総合戦略

● 

第
１
期
総
合
戦
略
評
価
・
検
証

 

●
下
仁
田
町
が
め
ざ
す
姿
の

実
現
に
向
け
た
施
策

　
本
町
は
、
令
和
元
年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
９
」
を
踏
ま
え
、
町
の
第
１
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
に
つ
い
て

評
価
・
検
証
を
行
い
、
本
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
展
望
を
示
し
た
第
２
期
「
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を
定
め
た
「
下
仁
田
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦
略
は
、
下
仁
田
町
が
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
引
き

続
き
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け
、
「
生
活
・
育
児
」
「
定
住
・
移
住
」
「
雇
用
・
交
流
」
の
３
つ
を
軸
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
期
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

第
２
期
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
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１
―
１
　
乳
幼
児
へ
の
支
援

◎
子
育
て
助
成
・
子
育
て
支
援
制
度
の

充
実

◎
乳
幼
児
の
医
療
体
制
強
化

１
―
２
　
教
育
環
境
の
充
実

◎
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
未
来

を
拓
く
人
を
育
む
教
育

◎
放
課
後
学
習
等
の
充
実

１
―
３
　
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る

場
の
整
備

◎
親
子
サ
ロ
ン
（
か
る
が
も
広
場
）
の

活
用
向
上

◎
ス
ポ
ッ
ト
公
園
の
整
備

１
―
４
　
新
婚
世
帯
へ
の
支
援
の
充
実

◎
結
婚
に
伴
う
新
生
活
支
援

１
―
５
　
金
融
機
関
と
連
携
し
た
教
育

制
度
の
充
実

◎
ね
ぎ
と
こ
ん
に
ゃ
く
下
仁
田
奨
学
金

２
―
１
　
健
康
長
寿
の
延
伸

◎
健
康
増
進

◎
高
齢
者
単
身
世
帯
の
見
守
り
・
サ

ポ
ー
ト

◎
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

■
定
住
・
移
住
■

自
然
豊
か
な
風
土
を
活
か
し
、
多
く
の

人
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

　
町
内
居
住
者
の
転
出
抑
制
、
町
外
か

ら
の
移
住
促
進
の
両
面
か
ら
、
引
き
続

き
若
い
世
代
や
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
等

の
定
住
・
移
住
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
進
め

持
続
的
な
活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。

１
―
１
　
住
宅
の
取
得
支
援

◎
住
宅
の
取
得
に
対
す
る
支
援

◎
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
住
宅
整

備◎
住
み
よ
い
環
境
の
整
備

２
―
１
　
空
き
家
対
策

◎
空
き
家
の
情
報
の
収
集
と
提
供
及
び

活
用
促
進

◎
田
舎
暮
ら
し
体
験
の
機
会
創
出

■
雇
用
・
交
流
■

産
業
・
観
光
を
活
性
化
し
、
地
域
の
魅

力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

　
下
仁
田
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
農
業

の
付
加
価
値
創
出
及
び
６
次
産
業
化
に

加
え
、
企
業
誘
致
や
就
業
支
援
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
資

源
を
活
か
し
、
周
辺
地
域
と
連
携
し
た

観
光
振
興
を
行
い
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

■
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、
本
町
の

人
口
分
析
を
踏
ま
え
、
今
後
目
指
す
べ

き
将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を

示
し
ま
す
。

　
人
口
減
少
を
緩
和
し
て
い
く
た
め
に

は
、
定
住
や
移
住
に
関
す
る
希
望
や
就

職
・
雇
用
に
関
す
る
希
望
を
か
な
え
な

が
ら
、
町
外
へ
の
流
出
を
抑
制
し
て
、

町
内
定
住
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
社

会
増
減
の
均
衡
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
将
来
的
に
人
口
減
少
か
ら
人

口
維
持
、
さ
ら
に
は
可
能
な
限
り
人
口

増
加
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
若
い
世
代
を
中
心
と
し
て
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
や
子
育
て
に
対
す
る
希
望

を
か
な
え
る
取
り
組
み
を
継
続
的
に
実

施
し
、
出
生
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

■
下
仁
田
町
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
　
総
合
戦
略

　
『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
示
す
短
期
目

標
の
実
現
に
向
け
、
『
総
合
戦
略
』
で

は
、
本
町
が
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題

を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を

定
め
ま
す
。

　
「
生
活
・
育
児
」
「
定
住
・
移
住
」

「
雇
用
・
交
流
」
の
３
つ
の
軸
に
は
そ

れ
ぞ
れ
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
お

り
、
「
生
活
・
育
児
」
に
つ
い
て
は
基

準
値
よ
り
悪
化
と
な
り
目
標
は
未
達
成

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
定
住
・
移

住
」
、
「
雇
用
・
交
流
」
に
つ
い
て

は
、
一
部
目
標
未
達
成
は
あ
る
も
の

の
、
目
標
達
成
や
進
捗
が
見
ら
れ
る
評

価
と
な
り
ま
し
た
。

　
３
つ
の
柱
に
は
具
体
的
な
取
り
組
み

内
容
、
そ
れ
に
対
す
る
重
要
業
績
評
価

指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
で
48
指
標
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
目
標
達
成
、
目
標
未
達
成
で
あ

る
が
進
捗
が
見
ら
れ
た
評
価
は
８
割
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
取
り
組

み
や
目
標
設
定
の
見
直
し
を
行
い
、
引

き
続
き
人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
を
抑
制
す
る

た
め
、
以
下
の
３
つ
を
軸
と
し
た
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
生
活
・
育
児
■

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

　
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
を
支
援
す
る

体
制
を
拡
充
し
、
医
療
・
福
祉
に
必
要

不
可
欠
な
環
境
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

●下仁田町の人口の将来展望

目標
年次

令和7年
（2025）

社会減、自然減の緩和により、人口の減少率を下げ、
総人口6,500人の確保を目指す。

定住・移住施策の充実による転出・転入の均衡と、
結婚・子育て支援の充実等により合計特殊出生率の
向上を図ることで、総人口6,000人の確保を目指す。

令和12年
（2030）

目標内容

数値目標

合計特殊出生率
令和2年7月頃公表予定
（平成25～29年） 1.60

851,025円851,025円
（平成30年）

後期高齢者
1人当たりの医療費

基準値 目標値（令和６年）

町内からの転出人数

町内への転入人数

空き家の利用件数

238人
（平成30年）

105人
（平成30年）

25件
（平成27～30年）

200人/年

200人/年

25件

数値目標 基準値 目標値（令和６年）

一次産業（農林業）就業者

新規雇用創出数

交流人口（観光入込客数）

480人
（平成27年）

16人
（平成30年）

902,800人
（平成30年）

480人

20人

902,800人

数値目標 基準値 目標値（令和６年）

《
実
現
に
向
け
た
施
策
》

《
実
現
に
向
け
た
施
策
》

１
．
出
産
・
子
育
て
が
し
や
す
い

環
境
づ
く
り

１
．
こ
の
町
に
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
地
域
づ
く
り

２
．
こ
の
町
に
住
ん
で
み
た
い
と

思
え
る
地
域
づ
く
り

２
．
誰
も
が
健
康
長
寿
に
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り

総合戦略総合戦略

● 

第
１
期
総
合
戦
略
評
価
・
検
証

 

●
下
仁
田
町
が
め
ざ
す
姿
の

実
現
に
向
け
た
施
策

　
本
町
は
、
令
和
元
年
６
月
21
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
９
」
を
踏
ま
え
、
町
の
第
１
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
に
つ
い
て

評
価
・
検
証
を
行
い
、
本
町
が
目
指
す
べ
き
将
来
展
望
を
示
し
た
第
２
期
「
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を
定
め
た
「
下
仁
田
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦
略
は
、
下
仁
田
町
が
直
面
す
る
人
口
減
少
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
、
引
き

続
き
人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け
、
「
生
活
・
育
児
」
「
定
住
・
移
住
」
「
雇
用
・
交
流
」
の
３
つ
を
軸
と
し
た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
期
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

第
２
期
下
仁
田
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
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本
計
画
は
、
令
和
元
年
10
月
に
実
施

し
ま
し
た
「
第
２
期
下
仁
田
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

お
い
て
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
策
定
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
事
業
推
進
に
お
い
て
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ま
や

企
業
と
の
官
民
連
携
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
将
来
に
向
け
、
下
仁
田
町
が
希

望
の
持
て
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
な
お
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦

略
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
下
仁

田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総

合
戦
略
は
役
場
内
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
９

１
―
１
　
６
次
産
業
化
の
推
進

◎
地
元
特
産
品
を
活
か
し
た
付
加
価
値

の
創
出

１
―
２
　
林
業
の
活
性
化

◎
森
林
の
活
用
促
進

２
―
１
　
就
職
支
援
・
担
い
手
の
確
保

◎
町
内
で
就
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
の

創
出

◎
幅
広
い
世
代
の
担
い
手
確
保

◎
企
業
誘
致

３
―
１
　
山
間
部
を
活
用
し
た
集
客

◎
ア
ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に

よ
る
集
客

３
―
２
　
観
光
周
遊
の
強
化

◎
観
光
周
遊
の
拠
点
整
備

◎
地
域
間
交
流
の
促
進

３
―
３
　
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

◎
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信

の
強
化

◎
海
外
か
ら
の
来
訪
者
向
け
の
情
報
発

信　
総
合
戦
略
の
事
業
推
進
に
向
け
て

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
⇩
実

施
⇩
評
価
⇩
改
善
）
を
確
実
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
各
政
策
分
野
の
具

体
的
な
施
策
に
対
し
て
設
定
し
た
客
観

的
な
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
も
と
に
、
経
年
的
な
効
果
検
証
を
行

い
、
適
宜
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　
総
合
戦
略
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

関
係
団
体
や
民
間
事
業
者
等
の
参
加
・

協
力
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
な
る
住
民
を

は
じ
め
、
産
業
界
・
市
町
村
や
国
の
関

係
行
政
機
関
・
教
育
機
関
・
金
融
機

関
・
労
働
団
体
・
メ
デ
ィ
ア
（
産
官
学

金
労
言
）
等
で
構
成
す
る
「
下
仁
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

推
進
協
議
会
」
を
中
心
と
し
、
そ
の
方

向
性
や
具
体
案
に
つ
い
て
審
議
・
検
討

を
行
い
ま
す
。

■
下
仁
田
町
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
『
総
合
戦
略
』
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
意
識
を
把
握
す
る
た
め
町

内
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
集
計
結
果
の
抜
粋

を
掲
載
し
ま
す
。

●
調
査
対
象

下
仁
田
町
内
の
全
世
帯

（
配
布
数
　
２
，
８
７
１
票
）

●
調
査
時
期

令
和
元
年
10
月
１
日
〜
10
月
17
日

回
収
数
　
２
，
２
２
２
票

※

有
効
票
　
２
，
１
６
１
票

無
効
票
（
白
紙
回
答
）
　
61
票

回
収
率
　
77
・
４
％

総合戦略総合戦略

下仁田町は住みやすい町だと思うか

22％

38％

22％

12％

2％ 4％

住みやすい

やや住みやすい

やや住みにくい

住みにくい

その他

無回答

N=2161

町の高齢化対策について、今後どのような取り組みが必要か

N=2161

生きがいづくりや働く場の充実

介護保険サービスや施設の充実

高齢者保健福祉サービスや施設の充実

地域で見守る住民の助け合い活動の育成

安全な道路づくりや環境づくり

高齢者への理解と助け合いの心を育む教育

学習機会や健康づくり等の場の充実

その他
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813
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下仁田町の課題や改善点

0 500
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自然環境が悪化してきた

人間関係が閉鎖的で煩わしい

買い物など、日常生活が不便

食材が少なく、品質が良くない

良い仕事先がない

子どもの教育環境が悪い

医療や福祉制度が整っていない

勤務先・学校までの交通の便が悪い

道路・公園・排水路などのインフラが整っていない

文化・スポーツ施設が不足している

レクリエーション施設が不足している

特にない

その他

結婚後も下仁田町で生活したいか

結婚後も下仁田町
で生活したい

結婚後は町外で
生活したい

無回答

N=259

50％44％

6％

結婚後も下仁田町に
住んでも良いと思える条件

N=115

条件の良い住居が安価に確保できれば

勤務先・学校までの交通に不便がなければ

買い物など日常生活に不便がなければ

子育て支援・子どもの教育などが充実していれば

その他

28

52

52

0 20 40 60

57

9

高齢者の生活しているうえでの不安

生活費の不足・仕事

買い物などの日常生活

身の回りのこと

外出時の移動手段

地震や土砂災害

地域のなかでの孤立感

その他

0 ５00 1000

302

59

39

307

326

325

771

305

204

N=1353

見守りや声かけの希望はあるか

N=1353

民生委員による見守り

町職員による見守り

希望しない

その他

594

390

268

145

26

177

0 200 400 600 800

子育てに関して行政から
どのような支援があると良いか

現状の支援で特に問題ない

父母子保健サービスの充実
（乳幼児健康診査や予防接種等）
急な病気にも対応できるような
小児医療体制・サービスの充実

子どもがのびのびと遊べる施設の設置
（公園・広場・児童館等）

地域全体で子育てを行う環境・体制づくり
（地域での見守り体制強化等）

出産や育児に関する不安を軽減する環境づくり
（相談窓口や相談員の充実等）

乳幼児保育サービスの充実
（延長保育・休日保育・一時保育等）

学童保育サービスの充実

子育てしながら働きやすい職場環境の整備

子育て期に低家賃で入居できるアパート等の整備

経済的負担の軽減（医療費の助成・児童手当の
充実・給食費の軽減・出産に対する助成等）

地域の交通安全や防犯対策の強化

その他
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N=175
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見守り

家・家族のこと
（後継ぎ問題など）
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て
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ブ
ラ
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ド
を
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農
林
業
振
興
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用
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の
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光
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本
計
画
は
、
令
和
元
年
10
月
に
実
施

し
ま
し
た
「
第
２
期
下
仁
田
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

お
い
て
多
く
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
策
定
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
事
業
推
進
に
お
い
て
は
、
行

政
の
み
な
ら
ず
、
町
民
の
み
な
さ
ま
や

企
業
と
の
官
民
連
携
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
将
来
に
向
け
、
下
仁
田
町
が
希

望
の
持
て
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理

解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
な
お
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦

略
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳
細
は
下
仁

田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総

合
戦
略
は
役
場
内
「
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
」
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
　
地
域
創
生
係

☎
０
２
７
４
―
64
―
８
８
０
９

１
―
１
　
６
次
産
業
化
の
推
進

◎
地
元
特
産
品
を
活
か
し
た
付
加
価
値

の
創
出

１
―
２
　
林
業
の
活
性
化

◎
森
林
の
活
用
促
進

２
―
１
　
就
職
支
援
・
担
い
手
の
確
保

◎
町
内
で
就
業
を
考
え
る
き
っ
か
け
の

創
出

◎
幅
広
い
世
代
の
担
い
手
確
保

◎
企
業
誘
致

３
―
１
　
山
間
部
を
活
用
し
た
集
客

◎
ア
ウ
ト
ド
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に

よ
る
集
客

３
―
２
　
観
光
周
遊
の
強
化

◎
観
光
周
遊
の
拠
点
整
備

◎
地
域
間
交
流
の
促
進

３
―
３
　
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信

◎
多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
発
信

の
強
化

◎
海
外
か
ら
の
来
訪
者
向
け
の
情
報
発

信　
総
合
戦
略
の
事
業
推
進
に
向
け
て

は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（
計
画
⇩
実

施
⇩
評
価
⇩
改
善
）
を
確
実
に
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
各
政
策
分
野
の
具

体
的
な
施
策
に
対
し
て
設
定
し
た
客
観

的
な
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）

を
も
と
に
、
経
年
的
な
効
果
検
証
を
行

い
、
適
宜
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　
総
合
戦
略
を
効
果
的
・
効
率
的
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
住
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

関
係
団
体
や
民
間
事
業
者
等
の
参
加
・

協
力
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
な
る
住
民
を

は
じ
め
、
産
業
界
・
市
町
村
や
国
の
関

係
行
政
機
関
・
教
育
機
関
・
金
融
機

関
・
労
働
団
体
・
メ
デ
ィ
ア
（
産
官
学

金
労
言
）
等
で
構
成
す
る
「
下
仁
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

推
進
協
議
会
」
を
中
心
と
し
、
そ
の
方

向
性
や
具
体
案
に
つ
い
て
審
議
・
検
討

を
行
い
ま
す
。

■
下
仁
田
町
　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
『
総
合
戦
略
』
を
策
定
す
る
に
あ
た

り
、
町
民
の
意
識
を
把
握
す
る
た
め
町

内
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
集
計
結
果
の
抜
粋

を
掲
載
し
ま
す
。

●
調
査
対
象

下
仁
田
町
内
の
全
世
帯

（
配
布
数
　
２
，
８
７
１
票
）

●
調
査
時
期

令
和
元
年
10
月
１
日
〜
10
月
17
日

回
収
数
　
２
，
２
２
２
票

※

有
効
票
　
２
，
１
６
１
票

無
効
票
（
白
紙
回
答
）
　
61
票

回
収
率
　
77
・
４
％

総合戦略総合戦略

下仁田町は住みやすい町だと思うか

22％

38％

22％

12％

2％ 4％

住みやすい

やや住みやすい

やや住みにくい

住みにくい

その他

無回答

N=2161

町の高齢化対策について、今後どのような取り組みが必要か

N=2161

生きがいづくりや働く場の充実

介護保険サービスや施設の充実

高齢者保健福祉サービスや施設の充実

地域で見守る住民の助け合い活動の育成

安全な道路づくりや環境づくり

高齢者への理解と助け合いの心を育む教育

学習機会や健康づくり等の場の充実

その他
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932

下仁田町の課題や改善点

0 500
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249

913

977

1000 1500

自然環境が悪化してきた

人間関係が閉鎖的で煩わしい

買い物など、日常生活が不便

食材が少なく、品質が良くない

良い仕事先がない

子どもの教育環境が悪い

医療や福祉制度が整っていない

勤務先・学校までの交通の便が悪い

道路・公園・排水路などのインフラが整っていない

文化・スポーツ施設が不足している

レクリエーション施設が不足している

特にない

その他

結婚後も下仁田町で生活したいか

結婚後も下仁田町
で生活したい

結婚後は町外で
生活したい

無回答

N=259

50％44％

6％

結婚後も下仁田町に
住んでも良いと思える条件

N=115

条件の良い住居が安価に確保できれば

勤務先・学校までの交通に不便がなければ

買い物など日常生活に不便がなければ

子育て支援・子どもの教育などが充実していれば

その他

28

52

52

0 20 40 60

57

9

高齢者の生活しているうえでの不安

生活費の不足・仕事

買い物などの日常生活

身の回りのこと

外出時の移動手段

地震や土砂災害

地域のなかでの孤立感

その他

0 ５00 1000

302

59
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307
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325

771

305

204

N=1353

見守りや声かけの希望はあるか

N=1353

民生委員による見守り

町職員による見守り

希望しない

その他

594

390

268

145

26

177

0 200 400 600 800

子育てに関して行政から
どのような支援があると良いか

現状の支援で特に問題ない

父母子保健サービスの充実
（乳幼児健康診査や予防接種等）
急な病気にも対応できるような
小児医療体制・サービスの充実

子どもがのびのびと遊べる施設の設置
（公園・広場・児童館等）

地域全体で子育てを行う環境・体制づくり
（地域での見守り体制強化等）

出産や育児に関する不安を軽減する環境づくり
（相談窓口や相談員の充実等）

乳幼児保育サービスの充実
（延長保育・休日保育・一時保育等）

学童保育サービスの充実

子育てしながら働きやすい職場環境の整備

子育て期に低家賃で入居できるアパート等の整備

経済的負担の軽減（医療費の助成・児童手当の
充実・給食費の軽減・出産に対する助成等）

地域の交通安全や防犯対策の強化

その他
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N=175

近所の人や地域の
ボランティアによる見守り

緊急通報システムによる
見守り

家・家族のこと
（後継ぎ問題など）

自分自身または
家族の健康・介護

《
実
現
に
向
け
た
施
策
》
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業
推
進
に
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て
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ケ
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調
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の
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要
】
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に
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て
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を
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会
の
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地
域
資
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を
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光
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大河原覚俊

新井　　満

掛川　昌紀

市川　博生

高橋　　司

松本　　実

神戸　領栄

福田　裕二

今井　幸江

赤岩　素明

黒澤　成則

金井富美江

齋藤　幹広

清水　弥生

高瀬　正江

齋藤　将広

岩井　　実

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

神戸　崇明

荻野　文昭

黛　　一弘

佐藤　史行

工藤　陽介

神戸　栄起

神戸　進一

佐藤　里奈

工藤いずみ　用 福田　純

小林　岳人

栁澤　大祐

福田　　翼

廣澤貴代子

齋藤あずさ

上原　弘之　永井　美帆　黒沢　千絵

齋藤　辰徳

小嶋美奈子　山田　千尋

神戸　滉太　大石　翔太　竹内　雅浩
小山　美里（新採）

石井　史子

栗原　大輔

小井土真弓

中村　育美　清水佐央理　東間　剛史

神戸　恵美　茂木　貴彦　 小井土恵利子

市川　瑠美　神戸　景子

吉沢　祐介　永井　賢（再）

永井希実子　飯塚　美穂　堀越　由可

神戸華保梨　市川　紫野　岡田佳央梨

安藤　　淳　黒澤　和行　柳　　芽生

並木　慎介

高橋　拓生　小井土結羽　安藤　正貴

猪野　馨（再）

小金澤千穂

黒澤　福富　高瀬　茂（再）　柳　圭一郎（新採）

石井　利幸　今井　洋紀

佐藤　裕一　永井　大貴　静野　雄季　小金澤　勉
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下仁田町職員配置
（令和2年４月１日現在）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名 係　　員

総　務　課 15

7

13

3

16

12

7

7

15

2

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

竹内　　誠

猪野ともえ

柴田　悦子

岡野　宏巳

永井　邦佳

佐藤　圭司

東間　克敏

佐藤　正明

岩井　　収

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 17

赤岡　咲恵

本多　正弥

市川　敬則

黛　　裕子

関谷　友彦

用 並木　護

用 赤岡健一郎

佐藤　敦保

園部　宏規

並木　将貴

佐藤　　実

赤岡　　明

新井　沙妃

山田 誠司(新採）

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

3 

3 

1 

2

3

2

1

1 

林　　通典

(歴史館館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館館長)
 中村　由克
（非常勤）

（給食センター所長）
鈴木　昌吾

赤岡　　明

小金澤修路

教育長 茂木　学

職員数　111人　　再任用職員数　3人　　県から派遣　1人派遣職員（4人）

令和2年3月31日付　退職者７名

事務部長

局　　長

課　　長

林　　光一

佐藤　茂治

横田　孝三

課長補佐 岩井　優典下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

猪野　馨 岡田　恵子 阪本　睦高瀬　茂大小原敏江 小井土直也 掛川　朋子（再任用）

行 政 係

情 報 管 理 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

施 設 整 備 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

有賀喜紀（特別派遣指導主事）

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

特別職 町長 原　秀男 

新規
採用職員

（
住
民
税
務
課
）
　

小
山
美
里

下
仁
田
町
の
力
に
な
れ
る
よ
う

精
一杯
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め
て
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り
ま
す
。

（
教
育
課
）
　

山
田
誠
司

荒
船
風
穴
を
は
じ
め
文
化

財
を
通
し
て
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
）
　

柳
圭
一郎

下
仁
田
町
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

広
報しもにた

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 廣瀬　英男

横山美知彦

佐藤　行男

福田　成男

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（青倉地区）

佐藤　　勇

神戸　文男

並木　純一

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

吉 岡 欣 三
横　山　美知彦
佐　俣　　　奨
廣 瀬 英 男
岡 田 武 雄
佐 藤 憲 一
佐 藤 秀 俊
神 戸 秀 男
今 井 　 準
佐　藤　　　勇
今 井 文 男
下 山 久 夫
中 澤 孝 吉
岩 﨑 高 夫
佐 藤 和 弘
吉 田 德 壽
佐 藤 行 男

8 2 － 2 0 8 1
8 2 － 2 5 8 8
8 2 － 5 2 5 2
8 2 － 2 0 2 8
8 2 － 4 0 5 1
8 2 － 3 1 1 5
8 2 － 2 5 9 0
8 2 － 4 7 6 9
8 2 －３６６２
8 2 － 3 3 6 7
8 2 － 6 0 6 1
8 2 － 4 8 1 1
8 2 － 4 5 1 8
8 2 － 3 1 1 9
8 2 － 5 1 4 3
8 2 － 4 6 1 1
8 2 － 3 3 8 3

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和２年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ先
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

須 藤　　　忍
佐 藤 輝 一
上 原　　　博
亀 山 安 治
荻 野 茂 樹
並 木 純 一
小井圡　量　平
庭 屋 厚 司
佐 藤 利 伺
岩 井 英 三
松 本 初 夫
福 田 成 男
神 戸 文 男
土 谷 勝 巳

8 2 － 4 6 9 9
8 2 － 3 6 4 8
8 4 － 2 5 7 8
8 4 － 2 0 3 6
8 4 － 2 6 1 7
8 4 － 2 3 5 1
8 4 － 2 7 9 4
8 4 － 2 0 0 3
8 4 － 2 0 0 4
8 2 － 3 0 4 3
8 2 － 2 1 6 3
8 2 － 2 5 9 3
8 2 － 6 7 3 3
8 2 － 4 8 7 3

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

大河原覚俊

下山　光一

市川　博生

神戸　領栄

鈴木　英男

小金澤康夫

市川智恵子

高瀬　正江

金庭友佳利

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

荻野　文昭

神戸　栄起

人事異動役員紹介人事異動役員紹介



大河原覚俊

新井　　満

掛川　昌紀

市川　博生

高橋　　司

松本　　実

神戸　領栄

福田　裕二

今井　幸江

赤岩　素明

黒澤　成則

金井富美江

齋藤　幹広

清水　弥生

高瀬　正江

齋藤　将広

岩井　　実

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

神戸　崇明

荻野　文昭

黛　　一弘

佐藤　史行

工藤　陽介

神戸　栄起

神戸　進一

佐藤　里奈

工藤いずみ　用 福田　純

小林　岳人

栁澤　大祐

福田　　翼

廣澤貴代子

齋藤あずさ

上原　弘之　永井　美帆　黒沢　千絵

齋藤　辰徳

小嶋美奈子　山田　千尋

神戸　滉太　大石　翔太　竹内　雅浩
小山　美里（新採）

石井　史子

栗原　大輔

小井土真弓

中村　育美　清水佐央理　東間　剛史

神戸　恵美　茂木　貴彦　 小井土恵利子

市川　瑠美　神戸　景子

吉沢　祐介　永井　賢（再）

永井希実子　飯塚　美穂　堀越　由可

神戸華保梨　市川　紫野　岡田佳央梨

安藤　　淳　黒澤　和行　柳　　芽生

並木　慎介

高橋　拓生　小井土結羽　安藤　正貴

猪野　馨（再）

小金澤千穂

黒澤　福富　高瀬　茂（再）　柳　圭一郎（新採）

石井　利幸　今井　洋紀

佐藤　裕一　永井　大貴　静野　雄季　小金澤　勉

3

2

3

2

2

2

4

2

4

6

2

2

3

4

4

4

3

4

4

4

2

4

2

2

4

3

5

1

13 12

下仁田町職員配置
（令和2年４月１日現在）

係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員 人員課　名 係　　員

総　務　課 15

7

13

3

16

12

7

7

15

2

企　画　課

住民税務課

福　祉　課

保　健　課

農　林　課

商工観光課

建設水道課

議会事務局

会　計　課

岡野　　均

竹内　　誠

猪野ともえ

柴田　悦子

岡野　宏巳

永井　邦佳

佐藤　圭司

東間　克敏

佐藤　正明

岩井　　収

人員 係　　長課長補佐 係　　名課　　長人員課　名 係　　員

下仁田町教育委員会

教育課 17

赤岡　咲恵

本多　正弥

市川　敬則

黛　　裕子

関谷　友彦

用 並木　護

用 赤岡健一郎

佐藤　敦保

園部　宏規

並木　将貴

佐藤　　実

赤岡　　明

新井　沙妃

山田 誠司(新採）

学校教育係

生涯学習係

学校給食係（給食センター）

公民館係（文化ホール）

文化財保護係（歴史館）

ジオパーク推進係（自然史館）

下仁田小

下仁田中

3 

3 

1 

2

3

2

1

1 

林　　通典

(歴史館館長）
 秋池　　武
（非常勤）
(自然史館館長)
 中村　由克
（非常勤）

（給食センター所長）
鈴木　昌吾

赤岡　　明

小金澤修路

教育長 茂木　学

職員数　111人　　再任用職員数　3人　　県から派遣　1人派遣職員（4人）

令和2年3月31日付　退職者７名

事務部長

局　　長

課　　長

林　　光一

佐藤　茂治

横田　孝三

課長補佐 岩井　優典下仁田南牧医療事務組合 

甘楽西部環境衛生施設組合 

富岡甘楽広域市町村圏振興整備組合 

猪野　馨 岡田　恵子 阪本　睦高瀬　茂大小原敏江 小井土直也 掛川　朋子（再任用）

行 政 係

情 報 管 理 係

財 政 係

地 域 安 全 係

秘 書 係

人 事 給 与 係

地 域 創 生 係

地 域 振 興 係

住 民 係

税 務 係

徴 収 係

会 計 係

国 保 係

介 護 保 険 係

包 括 支 援 係
（包括支援センター）

福 祉 係

環 境 係

保 健 予 防 係

保 健 推 進 係

農業係（農業委員会）

林 業 係

商 工 観 光 係

施 設 整 備 係

庶 務 係

管 理 係

建 設 係

水 道 係

議 事 係

有賀喜紀（特別派遣指導主事）

下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

特別職 町長 原　秀男 
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広
報しもにた

会長・副会長 区長会長
（下仁田地区） 廣瀬　英男

横山美知彦

佐藤　行男

福田　成男

下仁田地区

小坂地区

青倉地区

区長会副会長
（青倉地区）

佐藤　　勇

神戸　文男

並木　純一

馬山地区

西牧地区代表区長

地区の代表として、町民皆様と町政とを結び町の発展のためにご尽力を賜ります。

下 町 区
仲 町 区
上 町 区
旭 町 区
東 町 区
川 井 区
吉 崎 区
栗 山 区
大 東 区
中 央 区
小 川 区
蒔 田 区
城 西 区
緑 ケ 丘 区
下 小 坂 区
大 坂 区
中 小 坂 区

吉 岡 欣 三
横　山　美知彦
佐　俣　　　奨
廣 瀬 英 男
岡 田 武 雄
佐 藤 憲 一
佐 藤 秀 俊
神 戸 秀 男
今 井 　 準
佐　藤　　　勇
今 井 文 男
下 山 久 夫
中 澤 孝 吉
岩 﨑 高 夫
佐 藤 和 弘
吉 田 德 壽
佐 藤 行 男

8 2 － 2 0 8 1
8 2 － 2 5 8 8
8 2 － 5 2 5 2
8 2 － 2 0 2 8
8 2 － 4 0 5 1
8 2 － 3 1 1 5
8 2 － 2 5 9 0
8 2 － 4 7 6 9
8 2 －３６６２
8 2 － 3 3 6 7
8 2 － 6 0 6 1
8 2 － 4 8 1 1
8 2 － 4 5 1 8
8 2 － 3 1 1 9
8 2 － 5 1 4 3
8 2 － 4 6 1 1
8 2 － 3 3 8 3

区 長 会
役 員

下
仁
田

馬

　山

小

　坂

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

◆印は新任区長

区　　　長

令和２年度　役員を紹介します　ー１年間よろしくお願いしますー

◆

◆

◆

◆
◆
◆

●区長に関する問い合わせ先
　総務課　行政係（内線３０１・３０２）　

上 小 坂 区
大 平 区
東 野 牧 区
本 宿 区
横 間 区
南 野 牧 区
市 野 萱 区
西 野 牧 区
矢 川 区
宮 室 区
大 桑 原 区
下 青 倉 区
上 青 倉 区
土 谷 沢 区

須 藤　　　忍
佐 藤 輝 一
上 原　　　博
亀 山 安 治
荻 野 茂 樹
並 木 純 一
小井圡　量　平
庭 屋 厚 司
佐 藤 利 伺
岩 井 英 三
松 本 初 夫
福 田 成 男
神 戸 文 男
土 谷 勝 巳

8 2 － 4 6 9 9
8 2 － 3 6 4 8
8 4 － 2 5 7 8
8 4 － 2 0 3 6
8 4 － 2 6 1 7
8 4 － 2 3 5 1
8 4 － 2 7 9 4
8 4 － 2 0 0 3
8 4 － 2 0 0 4
8 2 － 3 0 4 3
8 2 － 2 1 6 3
8 2 － 2 5 9 3
8 2 － 6 7 3 3
8 2 － 4 8 7 3

区　　別 区　　　長
氏　名 電　話

西

　牧

小

　坂

青

　倉

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆

大河原覚俊

下山　光一

市川　博生

神戸　領栄

鈴木　英男

小金澤康夫

市川智恵子

高瀬　正江

金庭友佳利

園部　明美

今井　美和

神谷　哲男

荻野　文昭

神戸　栄起

人事異動役員紹介人事異動役員紹介



15 14下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

令和２年度（２０２０）保健推進員名簿

下仁田町スポーツ推進委員名簿

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
平成２９年度～令和元年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

7件

3件

2件

0件

0件

0件

5件

17件

平成２９年度 平成３０年度

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収額

令和元年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

30件

10件

5件

0件

0件

0件

9件

54件

17件

6件

8件

2件

2件

0件

5件

40件

837,766円

2,673,947円

1,119,982円

385,242円

0円

0円

243,645円

5,260,582円

103,485円

1,689,057円

1,348,736円

0円

0円

0円

138,034円

3,279,312円

860,873円

3,205,055円

1,026,460円

0円

1,450,000円

0円

333,483円

6,875,871円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　原　邦　子
神　戸　百合子
大井田　房　子
佐　藤　栄　子
神　戸　英　子
佐　藤　昌　子
新　井　隆　江
近　藤　早智江
松　本　志津江
新　井　奈美子
岩　井　光　子
清　水　和　子
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
石　井　美　子
松　山　くに子
飯　島　和　子
藤　原　弥　生
小井土　早　苗
市　川　一　枝
小金澤　敏　江
神　戸　美津子
白　井　たつ子
下　山　つる子
櫻　井　八重子
古　家　恵　子
今　井　文　代

田 村 　 光 江
神 戸 　 秀 子
大小原　敏　江
田　中　絵　美
榊　原　久美子
堀　口　清　美
掛　川　秀　子
伊　原　絵里子
竹　内　すみ子
髙　野　洋　子
佐　俣　けさの
小　池　　準　
森　下　　優　
久　保　美知子
齋　藤　みさを
下　山　和　子
星　名　美由起
佐　藤　公　子
下　山　直　子
下　山　はつ江
市　川　敦　子
岩　井　りえ子
吉　田　由美子
佐　藤　なみ子
佐　藤　きよ美
　南　　よし江
里　見　夏　江
　林　　光　子

工　藤　晃　世
清　水　智　子
石　井　美　子
長　岡　京　子
永　井　富　子
武　田　八重子
須　藤　律　子
　岡　　茂　子
齋　藤　つや子
柳　澤　幸　子
小井土　恵　子
佐　藤　悦　子
上　原　洋　子
関　口　竹　子
岩　井　チエ子
並　木　文　子
廣　澤　良　美
工　藤　昌　子
佐　藤　秀　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
小金澤　千代子
青　木　ゆり子
野　杉　清　美
　黛　　敏　美
佐　藤　圭　子
小板橋　ひろ子
　黛　　麗　子

佐 藤 　 恵
佐　藤　育　子
関　口　美代子
園　部　恵　子
園　部　百　恵
神　戸　明　美
　 巴 　 一 　 美
柳　澤　米　子
小井土　政　美
土　屋　征　子

佐　藤　良　子
岩　井　功　江
浅　川　幸　江
田　貝　睦　子
大河原　惠　子
　林　　藤　枝
赤　岡　優　子
福　田　一　美
福　田　千代子
神　戸　幸　子
井　上　幸　子
赤　岡　真由美
岩　崎　律　子
大河原　三枝子
神　戸　ゆかり

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

スポーツの実技指導の実施や、町が行うスポーツ行事を通じて、町民の皆様のスポーツ振興を図っていただいています。

●下仁田町スポーツ推進委員に関する問い合わせ先　教育委員会 生涯学習係　☎82‒2115

氏　名地　区
佐藤　正樹  
佐藤　とも江
青木　健次
関口　正浩
高橋　利孝

下仁田地区

馬山地区

氏　名
佐藤　洋子
三枝　加代子

坂口　直也

氏　名地　区
石井　薫
佐藤　勇二
新井　智子
石井　晃祐

栁澤　大祐

安藤　伸也
土谷　慶太

小坂地区

西牧地区
青倉地区

（敬称略）

氏　名

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
中

澤
一
夫
さ
ん
（
西
牧
地
区
）
が
引

き
続
き
、
赤
岡
ち
よ
子
さ
ん
（
青

倉
地
区
）
が
新
た
に
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
人
権
相
談
・
人

権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種
の

人
権
擁
護
活
動
の
場
で
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
前
任
の
島

﨑
孝
一
さ
ん
（
青
倉
地
区
）
に
は

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2

中澤 一夫さん赤岡ちよ子さん

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3月分

3月分

弔慰

弔慰

支出内容支出日

(3月分) (単位:円)

支出区分

3月分　計

支出金額

葬儀香典1件

葬儀生花4件

 5,000 

30,000 

35,000 

役員紹介役員紹介
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令和２年度（２０２０）保健推進員名簿

下仁田町スポーツ推進委員名簿

　町では、税の公平性の観点から、滞納者の財産差し押さえ処分を実施しています。
平成２９年度～令和元年度の差し押さえ件数及び換価による税収等の額は下記のとおりです。

預　　金

年　　金

給　　与

生命保険

不 動 産

動　　産

そ の 他

合　　計

7件

3件

2件

0件

0件

0件

5件

17件

平成２９年度 平成３０年度

差し押さえ件数
差押物件

換価による税収額

令和元年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度

30件

10件

5件

0件

0件

0件

9件

54件

17件

6件

8件

2件

2件

0件

5件

40件

837,766円

2,673,947円

1,119,982円

385,242円

0円

0円

243,645円

5,260,582円

103,485円

1,689,057円

1,348,736円

0円

0円

0円

138,034円

3,279,312円

860,873円

3,205,055円

1,026,460円

0円

1,450,000円

0円

333,483円

6,875,871円

※その他：国税還付金、出資金、売掛金等

滞納者の財産差し押さえの実施状況

広
報しもにた

地域の健康増進や保健事業の推進役としてお世話になります。

●問い合わせ　保健課　保健予防係（保健センター内）　☎８２－５４９０

地区 氏　　名 地区 氏　　名

小

　
　
　坂

西

　
　
　牧

西

　
　
　牧

青

　
　
　倉

（敬称略）

荻　原　邦　子
神　戸　百合子
大井田　房　子
佐　藤　栄　子
神　戸　英　子
佐　藤　昌　子
新　井　隆　江
近　藤　早智江
松　本　志津江
新　井　奈美子
岩　井　光　子
清　水　和　子
小　林　美　幸
三井田　義　江
小　沢　有　紀
石　井　美　子
松　山　くに子
飯　島　和　子
藤　原　弥　生
小井土　早　苗
市　川　一　枝
小金澤　敏　江
神　戸　美津子
白　井　たつ子
下　山　つる子
櫻　井　八重子
古　家　恵　子
今　井　文　代

田 村 　 光 江
神 戸 　 秀 子
大小原　敏　江
田　中　絵　美
榊　原　久美子
堀　口　清　美
掛　川　秀　子
伊　原　絵里子
竹　内　すみ子
髙　野　洋　子
佐　俣　けさの
小　池　　準　
森　下　　優　
久　保　美知子
齋　藤　みさを
下　山　和　子
星　名　美由起
佐　藤　公　子
下　山　直　子
下　山　はつ江
市　川　敦　子
岩　井　りえ子
吉　田　由美子
佐　藤　なみ子
佐　藤　きよ美
　南　　よし江
里　見　夏　江
　林　　光　子

工　藤　晃　世
清　水　智　子
石　井　美　子
長　岡　京　子
永　井　富　子
武　田　八重子
須　藤　律　子
　岡　　茂　子
齋　藤　つや子
柳　澤　幸　子
小井土　恵　子
佐　藤　悦　子
上　原　洋　子
関　口　竹　子
岩　井　チエ子
並　木　文　子
廣　澤　良　美
工　藤　昌　子
佐　藤　秀　子
神　宮　貴美子
並　木　久　江
小金澤　千代子
青　木　ゆり子
野　杉　清　美
　黛　　敏　美
佐　藤　圭　子
小板橋　ひろ子
　黛　　麗　子

佐 藤 　 恵
佐　藤　育　子
関　口　美代子
園　部　恵　子
園　部　百　恵
神　戸　明　美
　 巴 　 一 　 美
柳　澤　米　子
小井土　政　美
土　屋　征　子

佐　藤　良　子
岩　井　功　江
浅　川　幸　江
田　貝　睦　子
大河原　惠　子
　林　　藤　枝
赤　岡　優　子
福　田　一　美
福　田　千代子
神　戸　幸　子
井　上　幸　子
赤　岡　真由美
岩　崎　律　子
大河原　三枝子
神　戸　ゆかり

地区 氏　　名 地区 氏　　名

下

　仁

　田

馬

　
　
　山

小
坂

下
仁
田

スポーツの実技指導の実施や、町が行うスポーツ行事を通じて、町民の皆様のスポーツ振興を図っていただいています。

●下仁田町スポーツ推進委員に関する問い合わせ先　教育委員会 生涯学習係　☎82‒2115

氏　名地　区
佐藤　正樹  
佐藤　とも江
青木　健次
関口　正浩
高橋　利孝

下仁田地区

馬山地区

氏　名
佐藤　洋子
三枝　加代子

坂口　直也

氏　名地　区
石井　薫
佐藤　勇二
新井　智子
石井　晃祐

栁澤　大祐

安藤　伸也
土谷　慶太

小坂地区

西牧地区
青倉地区

（敬称略）

氏　名

人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
中

澤
一
夫
さ
ん
（
西
牧
地
区
）
が
引

き
続
き
、
赤
岡
ち
よ
子
さ
ん
（
青

倉
地
区
）
が
新
た
に
、
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
人
権
相
談
・
人

権
啓
発
・
人
権
救
済
な
ど
各
種
の

人
権
擁
護
活
動
の
場
で
ご
活
躍
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
前
任
の
島

﨑
孝
一
さ
ん
（
青
倉
地
区
）
に
は

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82
―
2
1
1
2

中澤 一夫さん赤岡ちよ子さん

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
、
町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の

交
際
に
要
す
る
経
費
で
、
下
仁
田
町
町
長
交
際
費

支
出
規
程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い

ま
す
。 町

長
交
際
費
を
公
表
し
ま
す

1

2

3月分

3月分

弔慰

弔慰

支出内容支出日

(3月分) (単位:円)

支出区分

3月分　計

支出金額

葬儀香典1件

葬儀生花4件

 5,000 

30,000 

35,000 

役員紹介役員紹介
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荒
船
の
湯
売
却
に
伴
う
住
民
説
明
会
の

延
期
に
つ
い
て

　
広
報
4
月
号
に
掲
載
し
た
5
月

開
催
予
定
の
住
民
説
明
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
延
期
と
し
ま
す
。

　
開
催
期
日
に
つ
い
て
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課

☎
64―

8
8
0
５

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
は

5
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
！

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障

害
の
程
度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が

減
免
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
に
納
付
書
・
印
鑑
・
障
害

者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車
に

も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場
合
、

減
免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ど
ち
ら
か
1
台
の
み
で
す
。

　
特
種
用
途
自
動
車
（
身
体
障
害

者
用
の
車
両
）
の
所
有
者
は
、
そ

の
形
状
に
よ
り
該
当
す
る
も
の
は

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
役
場

に
納
付
書
・
印
鑑
・
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課

税
務
係

☎
82―

2
1
1
3

今
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
町
県
民
税
で
、
給
与

か
ら
天
引
き
を
す
る
給
与
特
別
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

５
月
８
日
に
勤
務
先
の
事
業
所
宛

に
発
送
予
定
で
す
。
給
与
特
別
徴

収
の
方
は
５
月
８
日
の
税
額
決
定

通
知
書
の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
で
納
付
書
や
口

座
振
替
で
お
支
払
い
す
る
普
通
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

６
月
12
日
に
個
人
宛
に
発
送
予
定

で
す
。
普
通
徴
収
の
方
や
、
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
あ
る
方

は
６
月
12
日
の
税
額
決
定
通
知
書

の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
以
降
に
確
定
申
告

や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
税
額
決
定
通
知
書

の
発
送
日
に
各
証
明
書
を
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

2
1
1
3

上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
の

課
税
方
式
に
つ
い
て

　
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配

当
所
得
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
町
県

民
税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
不
要
制

度
、
申
告
分
離
制
度
、
総
合
課
税
か

ら
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

課
税
方
式
を
選
択
さ
れ
る
場
合
は
、

税
額
決
定
通
知
書
が
発
送
さ
れ
る
前

ま
で
に
、
確
定
申
告
書
と
は
別
に
税

務
係
へ
町
県
民
税
の
申
告
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
税
額
決
定
通
知
書
発

送
日
以
降
は
、
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3

　
５
月
24
日
（
日
）
に
予
定
し

て
い
ま
し
た
「
下
仁
田
学
」

「
荒
船
風
穴
の
役
割
」
の
講
座

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」開
催
中
止
の

お
知
ら
せ

行政情報行政情報

広
報しもにた

令和２年
5月1日発行
434号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

武
道
体
操
教
室
の
ご
案
内

武
道
体
操
教
室
の
ご
案
内

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

【
訂
正
と
お
詫
び
】読
書
メ
モ
＆

感
想
画
募
集
に
つ
い
て

【
訂
正
と
お
詫
び
】読
書
メ
モ
＆

感
想
画
募
集
に
つ
い
て

日
（
木
）
ま
で
の
期
間
を
子
ど
も

読
書
週
間
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
幼
児
ら
中
学
生
を
対
象

に
し
た
読
書
メ
モ
（
一
言
感
想

文
）
及
び
読
書
感
想
画
の
募
集
期

間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
し
て
く
れ
た
お
子
様
に

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
武
道
体
操
は
、
空
手
や
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
等
の
格
闘
技
を
応
用

し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
す
。
効
果

的
に
体
幹
を
鍛
え
、
日
ご
ろ
の
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
期
日

６
月
４
・
11
・
18
・
25
日
（
木
）

の
４
回
の
予
定

●
時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
夜
間
）

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
対
象
　成
人

●
定
員
　15
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　小
池 

準 

先
生
（
馬
山
）

●
費
用
　無
料

●
用
意
す
る
も
の

タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
募
集
開
始

５
月
１
日
（
金
）
〜

●
問
合
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館

☎
82
―
３
５
３
５

写
真
は
昨
年
の
様
子
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
延
期
ま
た
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図

書
館
よ
り
『
地
域
協
力
図
書
』
と

し
て
文
学
、
実
用
、
児
童
向
け
な

ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
比
較

的
新
し
い
本
が
中
心
で
、
今
年
度

か
ら
は
、
４
ヶ
月
に
一
度
入
れ
替

わ
り
ま
す
。
次
回
の
入
れ
替
え
は

５
月
18
日
（
月
）
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 

広
報
４
月
号
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
「
図
書
室
ま
つ
り
」
で

す
が
、
近
隣
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
も
確
認
さ
れ
る
な
ど

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
開
催
を
延
期

い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
４
月
23
日
は
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
月
17
日
（
金
）
〜
５
月
７

公民館だより公民館だより
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荒
船
の
湯
売
却
に
伴
う
住
民
説
明
会
の

延
期
に
つ
い
て

　
広
報
4
月
号
に
掲
載
し
た
5
月

開
催
予
定
の
住
民
説
明
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
延
期
と
し
ま
す
。

　
開
催
期
日
に
つ
い
て
は
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場
商
工
観
光
課

☎
64―

8
8
0
５

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
申
請
は

5
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
！

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
軽
自
動
車
の
所
有
者
が
、
障

害
の
程
度
な
ど
一
定
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
が

減
免
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
役
場
に
納
付
書
・
印
鑑
・
障
害

者
手
帳
・
運
転
免
許
証
を
お
持
ち

い
た
だ
き
、
減
免
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
普
通
自
動
車
に

も
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
所
有
し
て
い
る
場
合
、

減
免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
ど
ち
ら
か
1
台
の
み
で
す
。

　
特
種
用
途
自
動
車
（
身
体
障
害

者
用
の
車
両
）
の
所
有
者
は
、
そ

の
形
状
に
よ
り
該
当
す
る
も
の
は

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
役
場

に
納
付
書
・
印
鑑
・
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
特
別
な
仕
様
が
確

認
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ

き
、
減
免
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課

税
務
係

☎
82―

2
1
1
3

今
年
度
の
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
町
県
民
税
で
、
給
与

か
ら
天
引
き
を
す
る
給
与
特
別
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

５
月
８
日
に
勤
務
先
の
事
業
所
宛

に
発
送
予
定
で
す
。
給
与
特
別
徴

収
の
方
は
５
月
８
日
の
税
額
決
定

通
知
書
の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
で
納
付
書
や
口

座
振
替
で
お
支
払
い
す
る
普
通
徴

収
の
方
の
税
額
決
定
通
知
書
を
、

６
月
12
日
に
個
人
宛
に
発
送
予
定

で
す
。
普
通
徴
収
の
方
や
、
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
両
方
あ
る
方

は
６
月
12
日
の
税
額
決
定
通
知
書

の
発
送
日
か
ら
発
行
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
４
月
以
降
に
確
定
申
告

や
住
民
税
申
告
を
さ
れ
た
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
税
額
決
定
通
知
書

の
発
送
日
に
各
証
明
書
を
発
行
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　住
民
税
務
課
　

税
務
係
　
☎
82―

2
1
1
3

上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配
当
所
得
の

課
税
方
式
に
つ
い
て

　
上
場
株
式
等
の
配
当
等
に
係
る
配

当
所
得
に
つ
い
て
、
所
得
税
と
町
県

民
税
で
異
な
る
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
告
不
要
制

度
、
申
告
分
離
制
度
、
総
合
課
税
か

ら
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
が
変

わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

課
税
方
式
を
選
択
さ
れ
る
場
合
は
、

税
額
決
定
通
知
書
が
発
送
さ
れ
る
前

ま
で
に
、
確
定
申
告
書
と
は
別
に
税

務
係
へ
町
県
民
税
の
申
告
書
を
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
税
額
決
定
通
知
書
発

送
日
以
降
は
、
課
税
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
　
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3

　
５
月
24
日
（
日
）
に
予
定
し

て
い
ま
し
た
「
下
仁
田
学
」

「
荒
船
風
穴
の
役
割
」
の
講
座

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
下
仁
田
学
」開
催
中
止
の

お
知
ら
せ

行政情報行政情報

広
報しもにた

令和２年
5月1日発行
434号

公
民
館
だ
よ
り

公
民
館
だ
よ
り

武
道
体
操
教
室
の
ご
案
内

武
道
体
操
教
室
の
ご
案
内

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

県
立
図
書
入
替
え
に
つ
い
て

下仁田町公民館　☎82－3535　℻82－5489

【
訂
正
と
お
詫
び
】読
書
メ
モ
＆

感
想
画
募
集
に
つ
い
て

【
訂
正
と
お
詫
び
】読
書
メ
モ
＆

感
想
画
募
集
に
つ
い
て

日
（
木
）
ま
で
の
期
間
を
子
ど
も

読
書
週
間
と
し
ま
す
。

　
な
お
、
幼
児
ら
中
学
生
を
対
象

に
し
た
読
書
メ
モ
（
一
言
感
想

文
）
及
び
読
書
感
想
画
の
募
集
期

間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
度
ご
案

内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
し
て
く
れ
た
お
子
様
に

は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し
あ
げ
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
武
道
体
操
は
、
空
手
や
キ
ッ
ク

ボ
ク
シ
ン
グ
等
の
格
闘
技
を
応
用

し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
で
す
。
効
果

的
に
体
幹
を
鍛
え
、
日
ご
ろ
の
ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
期
日

６
月
４
・
11
・
18
・
25
日
（
木
）

の
４
回
の
予
定

●
時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
夜
間
）

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館

３
階
　
大
会
議
室

●
対
象
　成
人

●
定
員
　15
名
（
先
着
順
）

●
講
師
　小
池 

準 

先
生
（
馬
山
）

●
費
用
　無
料

●
用
意
す
る
も
の

タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
募
集
開
始

５
月
１
日
（
金
）
〜

●
問
合
せ
・
申
込
み

下
仁
田
町
公
民
館

☎
82
―
３
５
３
５

写
真
は
昨
年
の
様
子
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
延
期
ま
た
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
公
民
館
図
書
室
で
は
、
県
立
図

書
館
よ
り
『
地
域
協
力
図
書
』
と

し
て
文
学
、
実
用
、
児
童
向
け
な

ど
の
本
を
借
り
て
い
ま
す
。
比
較

的
新
し
い
本
が
中
心
で
、
今
年
度

か
ら
は
、
４
ヶ
月
に
一
度
入
れ
替

わ
り
ま
す
。
次
回
の
入
れ
替
え
は

５
月
18
日
（
月
）
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

 

広
報
４
月
号
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
「
図
書
室
ま
つ
り
」
で

す
が
、
近
隣
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
者
も
確
認
さ
れ
る
な
ど

の
状
況
を
ふ
ま
え
、
開
催
を
延
期

い
た
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
４
月
23
日
は
「
子
ど

も
読
書
の
日
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
月
17
日
（
金
）
〜
５
月
７

公民館だより公民館だより
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
５
月
に
青
岩
公
園
で
右
記
の
ツ
ア
ー

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
情
勢
を
踏
ま

え
て
中
止
と
致
し
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁
田
の
地
域
資

源
を
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
研
究
者

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
下
仁
田
の
在
来
作
物
の
研

究
（
農
業
）
【
静
岡
大
学
】
、
中
小
坂

鉄
山
の
鉱
床
研
究
（
地
質
）
【
成
蹊
大

学
】
、
ジ
オ
パ
ー
ク
資
源
の
活
用
方
法

の
研
究
お
よ
び
提
案
【
早
稲
田
大
学
】

な
ど
の
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
の
概
要
は
、
町
の
図

書
室
や
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
下
仁
田
町
自
然
史
館
研

究
報
告
５
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
究
成
果
を
活
か
し
て
、
町

の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
は
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で
ジ

オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
別
ツ
ア
ー

「
な
ん
と
17
種
類
の
石
が
！

川
原
の
石
の
観
察
と
下
仁
田

街
中
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
別
ツ
ア
ー

「
な
ん
と
17
種
類
の
石
が
！

川
原
の
石
の
観
察
と
下
仁
田

街
中
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
水
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
イ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
」

周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

注
）
情
勢
を
踏
ま
え
て
開
催
可
否
を
判

断
し
ま
す
。
中
止
の
際
は
防
災
無
線
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展

下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景
の
秘
密
―
巨

大
な
本
宿
陥
没
―
５
月
31
日
ま
で

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

※
自
然
史
館
は
当
面
の
間
、
臨
時
閉
館

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
車
の
免
許
を
返
納
し
て
つ
く
づ

く
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

何
時
ま
で
も
悩
ん
で
い
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
少
々
前
向
き
に

と
、
暇
を
見
て
は
調
べ
事
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
偶
然
の
出
合

い
で
し
ょ
う
か
１
０
０
余
年
前
の

下
仁
田
町
周
辺
の
船
・
車
等
の
調

査
資
料
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
１
９
１
５
年
（
大
正

４
）
の
調
査
資
料
で
下
記
の
通
り

の
も
の
で
し
た
。

　
当
時
は
、
自
動
車
は
１
台
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
自
転

車
が
普
及
を
始
め
だ
し
た
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
が

活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。
荷
物

の
運
搬
は
全
て
荷
車
（
大
八
車
）

か
荷
馬
車
で
し
た
。
こ
の
表
で
分

か
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
様
子
に
大
き
な
開
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
原
因

が
何
処
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
頭
の
体
操
に
な
り
ま

す
。
今
か
ら
１
０
０
余
年
前
の
交

通
事
情
は
こ
ん
な
状
態
で
し
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
時
代
の
生
活
が

　
車
の
免
許
を
返
納
し
て
つ
く
づ

く
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

何
時
ま
で
も
悩
ん
で
い
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
少
々
前
向
き
に

と
、
暇
を
見
て
は
調
べ
事
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
偶
然
の
出
合

い
で
し
ょ
う
か
１
０
０
余
年
前
の

下
仁
田
町
周
辺
の
船
・
車
等
の
調

査
資
料
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
１
９
１
５
年
（
大
正

４
）
の
調
査
資
料
で
下
記
の
通
り

の
も
の
で
し
た
。

　
当
時
は
、
自
動
車
は
１
台
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
自
転

車
が
普
及
を
始
め
だ
し
た
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
が

活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。
荷
物

の
運
搬
は
全
て
荷
車
（
大
八
車
）

か
荷
馬
車
で
し
た
。
こ
の
表
で
分

か
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
様
子
に
大
き
な
開
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
原
因

が
何
処
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
頭
の
体
操
に
な
り
ま

す
。
今
か
ら
１
０
０
余
年
前
の
交

通
事
情
は
こ
ん
な
状
態
で
し
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
時
代
の
生
活
が

如
何
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
お
分

か
り
戴
け
る
と
思
い
ま
す
。
後
期

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
や
っ
と
こ
の

時
代
の
事
が
理
解
戴
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
家
用
車

の
普
及
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
50

年
頃
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
在
は
自
家
用
車
が
な
い
家

庭
が
不
思
議
な
位
の
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
１
０
０
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
き
、
科

学
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
し
、
生
活
様
式
も
大

転
換
を
見
ま
し
た
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

で
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
、
ボ
ー
っ
と
し

て
生
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ…

を
見
て
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
恩
故
知
新
―

如
何
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
お
分

か
り
戴
け
る
と
思
い
ま
す
。
後
期

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
や
っ
と
こ
の

時
代
の
事
が
理
解
戴
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
家
用
車

の
普
及
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
50

年
頃
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
在
は
自
家
用
車
が
な
い
家

庭
が
不
思
議
な
位
の
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
１
０
０
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
き
、
科

学
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
し
、
生
活
様
式
も
大

転
換
を
見
ま
し
た
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

で
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
、
ボ
ー
っ
と
し

て
生
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ…

を
見
て
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
恩
故
知
新
―

里
見
哲
夫

1
0
5
年
前
の
交
通
事
情

1
0
5
年
前
の
交
通
事
情

行
事
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

5
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

5
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

令
和
元
年
度
学
術
奨
励
金

成
果
報
告

令
和
元
年
度
学
術
奨
励
金

成
果
報
告

町村名
下仁田町
馬山村
青倉村
小坂村
西牧村
磐戸村
月形村
尾沢村

計

※大正4年1月現在

船

０

馬車

４

４

人力車
１０

５
３
２

１１
３１

荷積馬車
１９
１

１６
７

１１
１０
１２
３４

１１０

荷積車
１９８
６３
１９
７６
６０
７８
１９
１２

５２５

自転車
１１３
４９
１１
２６
３６
４４
９

２８８

自動自転車

０

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
５
４
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
２
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引

率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎

年
金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

中小坂鉄山 坑道中小坂鉄山 坑道

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
広
報
し
も
に
た
4
月
号
「
語
り
継
が

れ
る
歴
史
（
下
仁
田
の
寺
数
）
P
11
」

の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

●
訂
正
内
容

　
寺
名
、
住
所
の
後
に
「
住
職
名
無
い

の
は
無
住
職
の
寺
で
す
」
と
記
載
が
あ

り
ま
し
た
が
正
し
く
は
次
の
通
り
で

す
。
（
兼
務
・
代
務
住
職
を
含
み
ま

す
）

●
天
台
宗

来
迎
寺
　
青
　
倉
２
０
１
０

園
　
実
善

常
光
寺
　
下
小
坂
１
１
３
３

市
川
周
観

観
音
寺
　
東
野
牧
１
７
１
５

園
　
実
丞

観
副
寺
　
西
野
牧
４
７
２
５

大
河
原
　
康
俊

西
光
寺
　
南
野
牧
６
８
４
１

堀
越
　
教
之

●
浄
土
宗

光
明
山
専
修
院
本
誓
寺

下
仁
田
７
２
１
　
神
宮
良
弘

●
曹
洞
宗

延
命
寺
　
中
小
坂
１
７
５
５

設
楽
正
円

●
日
蓮
宗

妙
伝
寺
　
下
郷
１
７
３

田
村
照
明

お
詫
び
と
訂
正
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
５
月
に
青
岩
公
園
で
右
記
の
ツ
ア
ー

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
情
勢
を
踏
ま

え
て
中
止
と
致
し
ま
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
下
仁
田
町
で
は
、
下
仁
田
の
地
域
資

源
を
調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
研
究
者

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
下
仁
田
の
在
来
作
物
の
研

究
（
農
業
）
【
静
岡
大
学
】
、
中
小
坂

鉄
山
の
鉱
床
研
究
（
地
質
）
【
成
蹊
大

学
】
、
ジ
オ
パ
ー
ク
資
源
の
活
用
方
法

の
研
究
お
よ
び
提
案
【
早
稲
田
大
学
】

な
ど
の
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
の
概
要
は
、
町
の
図

書
室
や
ジ
オ
パ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
下
仁
田
町
自
然
史
館
研

究
報
告
５
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
研
究
成
果
を
活
か
し
て
、
町

の
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
５
月
は
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近
で
ジ

オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
別
ツ
ア
ー

「
な
ん
と
17
種
類
の
石
が
！

川
原
の
石
の
観
察
と
下
仁
田

街
中
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
別
ツ
ア
ー

「
な
ん
と
17
種
類
の
石
が
！

川
原
の
石
の
観
察
と
下
仁
田

街
中
ジ
オ
ツ
ア
ー
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
で
地
域
に
活
力
を
!!

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
20
日
（
水
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
イ
ン
タ
ー
北
駐
車
場

●
清
掃
場
所
　
「
下
仁
田
イ
ン
タ
ー
」

周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、
長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
ゴ
ミ
袋
、
ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、
10
分
間
程
度

の
ミ
ニ
ジ
オ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

注
）
情
勢
を
踏
ま
え
て
開
催
可
否
を
判

断
し
ま
す
。
中
止
の
際
は
防
災
無
線
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
4

時
半
（
入
館
は
午
後
4
時
ま
で
）

●
企
画
展

下
仁
田
町
の
奇
岩
・
絶
景
の
秘
密
―
巨

大
な
本
宿
陥
没
―
５
月
31
日
ま
で

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
入
館
料

大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

高
校
生
以
下
　
1
0
0
円

未
就
学
児
・
下
仁
田
町
民
は
無
料

※
自
然
史
館
は
当
面
の
間
、
臨
時
閉
館

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

☎
70
―
３
０
７
０

　
車
の
免
許
を
返
納
し
て
つ
く
づ

く
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

何
時
ま
で
も
悩
ん
で
い
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
少
々
前
向
き
に

と
、
暇
を
見
て
は
調
べ
事
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
偶
然
の
出
合

い
で
し
ょ
う
か
１
０
０
余
年
前
の

下
仁
田
町
周
辺
の
船
・
車
等
の
調

査
資
料
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
１
９
１
５
年
（
大
正

４
）
の
調
査
資
料
で
下
記
の
通
り

の
も
の
で
し
た
。

　
当
時
は
、
自
動
車
は
１
台
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
自
転

車
が
普
及
を
始
め
だ
し
た
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
が

活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。
荷
物

の
運
搬
は
全
て
荷
車
（
大
八
車
）

か
荷
馬
車
で
し
た
。
こ
の
表
で
分

か
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
様
子
に
大
き
な
開
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
原
因

が
何
処
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
頭
の
体
操
に
な
り
ま

す
。
今
か
ら
１
０
０
余
年
前
の
交

通
事
情
は
こ
ん
な
状
態
で
し
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
時
代
の
生
活
が

　
車
の
免
許
を
返
納
し
て
つ
く
づ

く
不
便
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

何
時
ま
で
も
悩
ん
で
い
る
訳
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
少
々
前
向
き
に

と
、
暇
を
見
て
は
調
べ
事
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
偶
然
の
出
合

い
で
し
ょ
う
か
１
０
０
余
年
前
の

下
仁
田
町
周
辺
の
船
・
車
等
の
調

査
資
料
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
１
９
１
５
年
（
大
正

４
）
の
調
査
資
料
で
下
記
の
通
り

の
も
の
で
し
た
。

　
当
時
は
、
自
動
車
は
１
台
も
見

ら
れ
ま
せ
ん
。
か
ろ
う
じ
て
自
転

車
が
普
及
を
始
め
だ
し
た
時
代
と

も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
人
力
車
が

活
躍
し
て
い
た
時
代
で
す
。
荷
物

の
運
搬
は
全
て
荷
車
（
大
八
車
）

か
荷
馬
車
で
し
た
。
こ
の
表
で
分

か
り
ま
す
よ
う
に
、
地
域
に
よ
っ

て
そ
の
様
子
に
大
き
な
開
き
が
み

ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
原
因

が
何
処
に
あ
る
の
か
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
頭
の
体
操
に
な
り
ま

す
。
今
か
ら
１
０
０
余
年
前
の
交

通
事
情
は
こ
ん
な
状
態
で
し
た
。

　
従
っ
て
、
こ
の
時
代
の
生
活
が

如
何
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
お
分

か
り
戴
け
る
と
思
い
ま
す
。
後
期

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
や
っ
と
こ
の

時
代
の
事
が
理
解
戴
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
家
用
車

の
普
及
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
50

年
頃
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
在
は
自
家
用
車
が
な
い
家

庭
が
不
思
議
な
位
の
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
１
０
０
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
き
、
科

学
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
し
、
生
活
様
式
も
大

転
換
を
見
ま
し
た
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

で
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
、
ボ
ー
っ
と
し

て
生
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ…

を
見
て
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
恩
故
知
新
―

如
何
に
大
変
だ
っ
た
こ
と
が
お
分

か
り
戴
け
る
と
思
い
ま
す
。
後
期

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
や
っ
と
こ
の

時
代
の
事
が
理
解
戴
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
家
用
車

の
普
及
が
始
ま
っ
た
の
は
昭
和
50

年
頃
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
現
在
は
自
家
用
車
が
な
い
家

庭
が
不
思
議
な
位
の
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
過
去
１
０
０
年
の
歩
み

を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
き
、
科

学
の
発
展
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
し
、
生
活
様
式
も
大

転
換
を
見
ま
し
た
こ
と
が
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

で
チ
コ
ち
ゃ
ん
が
、
ボ
ー
っ
と
し

て
生
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ…

を
見
て
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
恩
故
知
新
―

里
見
哲
夫

1
0
5
年
前
の
交
通
事
情

1
0
5
年
前
の
交
通
事
情

行
事
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

5
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

5
月
の
ジ
オ
の
日
美
化
活
動
は

“ 下
仁
田
イ
ン
タ
ー
付
近 

” で
す
!!

令
和
元
年
度
学
術
奨
励
金

成
果
報
告

令
和
元
年
度
学
術
奨
励
金

成
果
報
告

町村名
下仁田町
馬山村
青倉村
小坂村
西牧村
磐戸村
月形村
尾沢村

計

※大正4年1月現在

船

０

馬車

４

４

人力車
１０

５
３
２

１１
３１

荷積馬車
１９
１

１６
７

１１
１０
１２
３４

１１０

荷積車
１９８
６３
１９
７６
６０
７８
１９
１２

５２５

自転車
１１３
４９
１１
２６
３６
４４
９

２８８

自動自転車

０

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　
令
和
２
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
６
、
５
４
０
円
で
す
。

　
納
付
期
限
は
納
付
対
象
月
の
翌
月
末

日
（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

　
４
月
に
送
ら
れ
た
令
和
２
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
書
に
よ
り
お
近
く

の
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ

る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
個
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
お
忘
れ
が
な
く

便
利
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め

し
ま
す
。
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
割
引

率
も
大
き
く
お
得
な
振
替
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
は
、
条
件
に
よ
り
納
付
を
免
除

や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
の
住
民
係
か
高
崎

年
金
事
務
所
で
申
請
の
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
役
場

住
民
税
務
課
　
住
民
係
　

☎
82
―
２
１
１
２
（
直
通
）

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
２
７
―
３
２
２
―
４
２
９
９

中小坂鉄山 坑道中小坂鉄山 坑道

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　
広
報
し
も
に
た
4
月
号
「
語
り
継
が

れ
る
歴
史
（
下
仁
田
の
寺
数
）
P
11
」

の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
い
た
し

ま
す
。

●
訂
正
内
容

　
寺
名
、
住
所
の
後
に
「
住
職
名
無
い

の
は
無
住
職
の
寺
で
す
」
と
記
載
が
あ

り
ま
し
た
が
正
し
く
は
次
の
通
り
で

す
。
（
兼
務
・
代
務
住
職
を
含
み
ま

す
）

●
天
台
宗

来
迎
寺
　
青
　
倉
２
０
１
０

園
　
実
善

常
光
寺
　
下
小
坂
１
１
３
３

市
川
周
観

観
音
寺
　
東
野
牧
１
７
１
５

園
　
実
丞

観
副
寺
　
西
野
牧
４
７
２
５

大
河
原
　
康
俊

西
光
寺
　
南
野
牧
６
８
４
１

堀
越
　
教
之

●
浄
土
宗

光
明
山
専
修
院
本
誓
寺

下
仁
田
７
２
１
　
神
宮
良
弘

●
曹
洞
宗

延
命
寺
　
中
小
坂
１
７
５
５

設
楽
正
円

●
日
蓮
宗

妙
伝
寺
　
下
郷
１
７
３

田
村
照
明

お
詫
び
と
訂
正



21 20下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

介
護
支
援
専
門
員

（
臨
時
職
員
＝
会
計
年
度

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

春
の「
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
」

の
延
期
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
１

日（
金
）、
11
日（
月
）、
22
日（
金
）の

午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る

時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新

薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比

べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を
節
約
で

き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

福
祉
課
　
国
保
係
　
☎
64
―
８
８

０
１（
直
通
）

●
業
務
内
容

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務

●
資
格

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す

る
方
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
A
T
車
限
定
可
）
を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
等
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
5
月
1

日（
金
）〜
5
月
20
日（
水
）

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
採
用
期
日

令
和
２
年
6
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト

タ
イ
ム
勤
務（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
包
括
支

援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

　
令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇

用
保
険
の
年
度
更
新
（
令
和
元
年

度
確
定
保
険
料
、
令
和
２
年
度
概

算
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
申

告
・
納
付
）
手
続
き
は
、
６
月
１

日
（
月
）
か
ら
７
月
10
日
（
金
）

ま
で
の
期
間
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
年
度
更
新
手
続
き
に
必
要
な

申
告
関
係
書
類
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
申
告
手
続
き
期
間
に
舞
い
合

う
よ
う
各
事
業
主
様
へ
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
７
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
申
告
・
納
付
手
続
き
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府

が
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
微
金

（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人

が
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え

ば
最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き

家
を
お
持
ち
の
方
は
保
健
課
環
境

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続

人
に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　保
健
課
　
環
境

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
、
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
の
実

施
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

全
日
程
を
秋
期
に
実
施
す
る
集
団

接
種
ま
で
延
期
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
度
の
登
録
と

予
防
注
射
に
つ
い
て
は
、
掛
か
り

つ
け
の
獣
医
師
に
よ
る
個
別
接
種

か
、
秋
期
（
10
月
頃
）
に
実
施
予

定
の
集
団
接
種
に
来
場
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
秋
期
集
団
接
種
は
日
程
が
決
ま

り
次
第
広
報
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

82
―
５
４
９
０

　
野
焼
き
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の

健
康
被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の

延
焼
に
よ
り
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
（
た
き
火
・
ご

み
焼
却
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内

の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い

ま
す
）

　
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
、

庭
木
、
枯
草
な
ど
も
燃
や
さ
ず

に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み
収

集
に
出
す
か
、
大
量
の
場
合
は
、

直
接
、
町
の
ご
み
焼
却
場
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な

ど①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用

し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
で
も
住
民
か
ら
苦
情
が

あ
っ
た
場
合
は
、
改
善

命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
「
ご
み
を
燃
や
す
煙
や
に
お
い

で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」
「
洗
濯

物
干
せ
な
い
」
な
ど
迷
惑
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

⇒
タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
油
な
ど
を
含
む
も
の

は
、
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

※
試
　
験

●
日
時
　
６
月
21
日
（
日
）

甲
種
、
乙
種
、
丙
種
、
午
前
９
時

か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

◯
書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）

〜
５
月
18
日
（
月
）
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
群
馬
県
支
部

〒
3
7
1
―
0
8
5
4

前
橋
市
大
渡
町
1
―
10
―
7

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
5
階

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
５
月
18
日

消
印
有
効
で
す
。

◯
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
５
月
４
日
（
月
）

〜
５
月
15
日
（
金
）
で
あ
り
、
受

付
期
間
中
は
、
24
時
間
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　※
準
備
講
習
会

　
準
備
講
習
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
毎
月
第
１
火
曜
日
に
公
民
館
に
お

い
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
行
政
相
談

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
当
分

の
間
、
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
す
。
電

話
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
群
馬
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
１
１
０
０

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１

０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

行
政
相
談

（
http://w

w
w
.shoubo-shiken.or.jp）
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
に
ご
協
力
を

介
護
支
援
専
門
員

（
臨
時
職
員
＝
会
計
年
度

任
用
職
員
）を
募
集
し
ま
す

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

空
き
家
取
壊
し
に

20
万
円
助
成

春
の「
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
」

の
延
期
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
５
月
１

日（
金
）、
11
日（
月
）、
22
日（
金
）の

午
後
、
小
児
科
医
師
が
不
在
に
な
る

時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
低
価

格
な
の
に
安
全
性
や
効
き
目
は
新

薬
と
同
じ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。新
薬
に
比

べ
て
価
格
が
安
く
、
薬
代
を
節
約
で

き
ま
す
。

　
自
己
負
担
額
も
安
く
な
る
の
で
、

医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
の
上
、
ご
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
は
、
国
保
係
の
窓
口
で
配

布
し
て
お
り
ま
す
。

注
：
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変

更
し
て
も
医
療
費
が
安
く
な
ら
な

い
場
合
や
取
扱
い
が
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

福
祉
課
　
国
保
係
　
☎
64
―
８
８

０
１（
直
通
）

●
業
務
内
容

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務

●
資
格

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す

る
方
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
A
T
車
限
定
可
）
を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
等
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
（
写
真
添
付
）
の

上
、
下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
令
和
２
年
5
月
1

日（
金
）〜
5
月
20
日（
水
）

（
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

●
採
用
期
日

令
和
２
年
6
月
１
日
か
ら
パ
ー
ト

タ
イ
ム
勤
務（
相
談
に
応
じ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
包
括
支

援
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

　
令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
手
続
き
は
、
６
月
１
日
か

ら
７
月
10
日
ま
で

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
及
び
雇

用
保
険
の
年
度
更
新
（
令
和
元
年

度
確
定
保
険
料
、
令
和
２
年
度
概

算
保
険
料
及
び
一
般
拠
出
金
の
申

告
・
納
付
）
手
続
き
は
、
６
月
１

日
（
月
）
か
ら
７
月
10
日
（
金
）

ま
で
の
期
間
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
年
度
更
新
手
続
き
に
必
要
な

申
告
関
係
書
類
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
申
告
手
続
き
期
間
に
舞
い
合

う
よ
う
各
事
業
主
様
へ
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
７
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
申
告
・
納
付
手
続
き
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
政
府

が
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
微
金

（
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

10
％
）
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険

徴
収
室

☎
０
２
７
―
８
９
６
―
４
７
３
４

ま
た
は
最
寄
り
の
各
労
働
基
準
監

督
署
・
各
公
共
職
業
安
定
所
へ

　
空
き
家
は
、
所
有
者
や
相
続
人

が
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
老
朽
し
た
空
き
家
の
取

壊
し
費
用
に
対
し
、
条
件
が
整
え

ば
最
大
20
万
円
の
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
町
内
に
老
朽
し
た
空
き

家
を
お
持
ち
の
方
は
保
健
課
環
境

係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
の
放
置
が
原
因
で
事
故

が
お
き
た
場
合
、
所
有
者
や
相
続

人
に
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　保
健
課
　
環
境

係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
2
7
4
―
82
―
5
4
9
0

　
広
報
4
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
、
犬
の
登
録
と
予
防
接
種
の
実

施
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

全
日
程
を
秋
期
に
実
施
す
る
集
団

接
種
ま
で
延
期
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
年
度
の
登
録
と

予
防
注
射
に
つ
い
て
は
、
掛
か
り

つ
け
の
獣
医
師
に
よ
る
個
別
接
種

か
、
秋
期
（
10
月
頃
）
に
実
施
予

定
の
集
団
接
種
に
来
場
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
秋
期
集
団
接
種
は
日
程
が
決
ま

り
次
第
広
報
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
環
境
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎ 

82
―
５
４
９
０

　
野
焼
き
は
、
法
律
や
県
条
例
及

び
町
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
焼
却
行
為
は
、
有
害
物
質
発
生

の
原
因
に
も
な
り
、
近
隣
住
民
の

健
康
被
害
や
生
活
環
境
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
や
め

ま
し
ょ
う
。

  

ま
た
、
付
近
の
枯
草
や
建
物
へ
の

延
焼
に
よ
り
、
火
災
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
（
た
き
火
・
ご

み
焼
却
が
、
富
岡
甘
楽
広
域
圏
内

の
出
火
原
因
の
上
位
に
な
っ
て
い

ま
す
）

　
一
般
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
や
、

庭
木
、
枯
草
な
ど
も
燃
や
さ
ず

に
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
ご
み
収

集
に
出
す
か
、
大
量
の
場
合
は
、

直
接
、
町
の
ご
み
焼
却
場
へ
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
禁
止
さ
れ
て
い
る
焼
却
行
為
な

ど①
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
を

利
用
し
て
の
焼
却

②
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

③
焼
却
設
備
の
構
造
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
小
型
焼
却
炉
を
利
用

し
て
の
焼
却

●
違
反
す
る
と
…

・
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

焼
却
行
為
で
も
住
民
か
ら
苦
情
が

あ
っ
た
場
合
は
、
改
善

命
令
や
行
政
指
導
、
罰
則
な
ど
の

対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

・
「
ご
み
を
燃
や
す
煙
や
に
お
い

で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」
「
洗
濯

物
干
せ
な
い
」
な
ど
迷
惑
し
て
い

る
人
が
い
ま
す
。

⇒
タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
油
な
ど
を
含
む
も
の

は
、
焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
環
境
係

（
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

※
試
　
験

●
日
時
　
６
月
21
日
（
日
）

甲
種
、
乙
種
、
丙
種
、
午
前
９
時

か
ら

●
会
場
　
高
崎
工
業
高
校
ほ
か

◯
書
面
申
請

●
受
付
期
間
　
５
月
７
日
（
木
）

〜
５
月
18
日
（
月
）
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

●
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
群
馬
県
支
部

〒
3
7
1
―
0
8
5
4

前
橋
市
大
渡
町
1
―
10
―
7

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
5
階

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
５
月
18
日

消
印
有
効
で
す
。

◯
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
）

●
受
付
期
間
　
５
月
４
日
（
月
）

〜
５
月
15
日
（
金
）
で
あ
り
、
受

付
期
間
中
は
、
24
時
間
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　※
準
備
講
習
会

　
準
備
講
習
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
広
域

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係
に
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☎
０
２
７
４
―
62
―
４
３
０
６

　
毎
月
第
１
火
曜
日
に
公
民
館
に
お

い
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
行
政
相
談

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
当
分

の
間
、
開
催
を
見
合
わ
せ
ま
す
。
電

話
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
群
馬
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
７
―
２
２
１
―
１
１
０
０

※
行
政
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82
―
２
１
１

０
（
総
務
課
直
通
）

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　☎82-5490　　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■荒船の湯　　　☎60-6004　　　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

野
焼
き
の
禁
止
に
つ
い
て

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

準
備
講
習
会

行
政
相
談

（
http://w

w
w
.shoubo-shiken.or.jp）
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
豪
雪
に
藁
葺
き
宿
の
炉
お
ぼ
ろ

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
山
あ
い
の
芽
吹
き
の
里
に
人
は
無
し

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
ま
っ
先
に
あ
な
た
に
春
を
届
け
た
い
タ
チ
ツ
ボ
菫
の
ゆ
か
し
香
り
を

　（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
な
ご
り
雪
音
も
無
く
降
り
し
き
る
何
の
音
な
く
異
様
な
ま
で
の
雪
景
色 

（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
最
愛
の
息
子
の
形
見
の
石
南
花
は
今
年
も
満
開
亡
父
母
に
見
せ
た
し 

（
南
野
牧
）  

　清
水
み
ち
代

■
風
強
し
風
花
つ
れ
て
雲
流
る
枯
野
の
果
て
に
荒
地
広
が
る

　
　

  

　

 

（
西

　牧
）

　

  

上
原

　一
正

3月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

秋川滝美

スライウム

中野信子

ハンス・ロスリング

藤井邦夫

藤井邦夫

著者名

橋下徹

富樫倫太郎

トロル

篠木れい子

書名

居酒屋ぼったくり おかわり

どっちが強い!? クロアナグマvsミツアナグマ

人は、なぜ他人を許せないのか？

ファクトフルネス

新・知らぬが半兵衛手控帖　招き猫

江戸の御庭番5　はぐれ忍び

書名

群馬の山歩きベストガイド

交渉力

北条早雲1 青雲飛翔編

アニメコミック おしりたんてい3

上州地学ハイキング

群馬の方言

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

群馬の山歩きベスト
ガイド編集委員会

上州地学ハイキング
編集委員会

「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
２
０
２

０
年
６
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
業
事
業

所
を
対
象
に
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原

材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な

ど
）
に
は
一
切
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
記
入
等
で
御
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５
（
直
通
）

群
馬
県
総
務
部
統
計
課
経
済
産
業
係

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
４
１
５

（
直
通
）

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
臨
時

職
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
・
人
数

受
付
事
務
（
１
名
）

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
定

に
よ
る

●
応
募
資
格

高
等
学
校
以
上
卒
業
者

●
採
用
試
験
　
面
接

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の

う
え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

の
場
合
は
、
封
書
表
書
き
に
「
採

用
試
験
応
募
書
類
」
と
朱
書
き
す

る
こ
と
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
令
和
2
年
5
月
18
日
（
月
）
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

令
和
3
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
者

求
人
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
新
型

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ（
急
募
）

令
和
3
年
3
月
新
規
学
校

卒
業
者
求
人
説
明
会
の
中
止

の
お
知
ら
せ

国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
延
期

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

1
8
8
と
は
?

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
中
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
求
人
説
明
会
時
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
「
新
規
学
卒
者
の

求
人
か
ら
採
用
ま
で
」
の
冊
子

は
、
昨
年
度
学
卒
求
人
を
提
出
さ

れ
た
事
業
主
を
対
象
に
、
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
求
人
受
理
開
始
は
昨
年

同
様
6
月
1
日
（
月
）
か
ら
と
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
　
学
卒
担
当

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
6
0
9

　
例
年
５
月
下
旬
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
延
期

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
延
期
の
日
程
に
つ
い
て
は
未

定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に

よ
り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の

一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で

す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
水

道
水
に
混
ざ
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
調
査
に
行
く
の
で
、
お
宅

の
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
」
、

「
助
成
金
が
あ
る
の
で
個
人
情
報

や
口
座
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
3
桁
の

電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
1
8
8 

（
い
や

や
!
）
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解

決
を
支
援
し
ま
す
。

旧
荒
船
の
湯
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
売
却
に
つ
い
て

　
荒
船
の
湯
譲
渡
に
伴
い
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
入
札
方
式
で
売
却
し
ま
す
。　
購
入
希
望
者
は
次
の
事
項
を
確
認
の
う

え
、商
工
観
光
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
両
情
報
　◯
車
種
　
日
野
　
リ
エ
ッ
セ
　
29
人
乗
り
　
◯
排
気
量
　
5
，3
0
0
c
c
軽
油

◯
年
式
　
平
成
9
年
８
月
登
録（
車
検
：
令
和
2
年
8
月
20
日
ま
で
）

◯
走
行
距
離
　
約
1
3
2
，0
0
0
ｋ
ｍ

●
売
却
方
法
　
入
札
方
式
　
●
最
低
売
却
価
格
　1
5
0
，0
0
0
円
　

●
申
込
書（
入
札
書
）提
出
期
日
　令
和
2
年
5
月
20
日（
水
）（
厳
守
）

●
主
な
注
意
点
　・売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

・
車
体
に
記
載
の
文
字
等
に
つ
い
て
は
購
入
者
が
削
除
し
、後
日
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
車
両
見
学
に
つ
い
て
は
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
随
時
対
応
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。・
名
義
変
更
等
に
係
る
費
用
は
購
入
者
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書（
入
札
書
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、又
は
商
工
観
光
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係
　
☎
64
―
8
8
0
5（
直
通
）
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【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
豪
雪
に
藁
葺
き
宿
の
炉
お
ぼ
ろ

　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
山
あ
い
の
芽
吹
き
の
里
に
人
は
無
し

　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
ま
っ
先
に
あ
な
た
に
春
を
届
け
た
い
タ
チ
ツ
ボ
菫
の
ゆ
か
し
香
り
を

　（
馬

　山
）

　

 

山
中

　た
ね

■
な
ご
り
雪
音
も
無
く
降
り
し
き
る
何
の
音
な
く
異
様
な
ま
で
の
雪
景
色 

（
馬

　山
） 

　田
村

　久
江

■
最
愛
の
息
子
の
形
見
の
石
南
花
は
今
年
も
満
開
亡
父
母
に
見
せ
た
し 

（
南
野
牧
）  

　清
水
み
ち
代

■
風
強
し
風
花
つ
れ
て
雲
流
る
枯
野
の
果
て
に
荒
地
広
が
る

　
　

  

　

 

（
西

　牧
）

　

  

上
原

　一
正

3月に入った新刊図書は次のとおりです。　「新刊図書情報」
著者名

秋川滝美

スライウム

中野信子

ハンス・ロスリング

藤井邦夫

藤井邦夫

著者名

橋下徹

富樫倫太郎

トロル

篠木れい子

書名

居酒屋ぼったくり おかわり

どっちが強い!? クロアナグマvsミツアナグマ

人は、なぜ他人を許せないのか？

ファクトフルネス

新・知らぬが半兵衛手控帖　招き猫

江戸の御庭番5　はぐれ忍び

書名

群馬の山歩きベストガイド

交渉力

北条早雲1 青雲飛翔編

アニメコミック おしりたんてい3

上州地学ハイキング

群馬の方言

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

群馬の山歩きベスト
ガイド編集委員会

上州地学ハイキング
編集委員会

「
工
業
統
計
調
査
」
が
、
２
０
２

０
年
６
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
工
業
統
計
調
査
」
は
、
従
業
者

４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
業
事
業

所
を
対
象
に
、
１
年
間
の
生
産
活

動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、
原

材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
製

造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策

や
地
域
振
興
な
ど
、
国
及
び
地
域

行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た

内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査

内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計

作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料
な

ど
）
に
は
一
切
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
記
入
等
で
御
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係

☎
64
―
８
８
０
５
（
直
通
）

群
馬
県
総
務
部
統
計
課
経
済
産
業
係

☎
０
２
７
―
２
２
６
―
２
４
１
５

（
直
通
）

　
下
仁
田
厚
生
病
院
で
は
、
臨
時

職
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
・
人
数

受
付
事
務
（
１
名
）

●
勤
務
条
件

下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合
規
定

に
よ
る

●
応
募
資
格

高
等
学
校
以
上
卒
業
者

●
採
用
試
験
　
面
接

●
応
募
方
法
　
履
歴
書
を
記
載
の

う
え
、
下
仁
田
厚
生
病
院
総
務
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
郵
送

の
場
合
は
、
封
書
表
書
き
に
「
採

用
試
験
応
募
書
類
」
と
朱
書
き
す

る
こ
と
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
せ
先

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
令
和
2
年
5
月
18
日
（
月
）
に

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

令
和
3
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
者

求
人
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
新
型

SHIMONITA　INFORMATION
お知らせ版お知らせ版

２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ（
急
募
）

令
和
3
年
3
月
新
規
学
校

卒
業
者
求
人
説
明
会
の
中
止

の
お
知
ら
せ

国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

の
延
期

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

1
8
8
と
は
?

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大

し
て
い
る
状
況
を
受
け
、
中
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
求
人
説
明
会
時
に
配
布

し
て
お
り
ま
す
「
新
規
学
卒
者
の

求
人
か
ら
採
用
ま
で
」
の
冊
子

は
、
昨
年
度
学
卒
求
人
を
提
出
さ

れ
た
事
業
主
を
対
象
に
、
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
求
人
受
理
開
始
は
昨
年

同
様
6
月
1
日
（
月
）
か
ら
と
な

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡
　
学
卒
担
当

☎
0
2
7
4
―
62
―
8
6
0
9

　
例
年
５
月
下
旬
に
開
催
し
て
い

ま
し
た
国
保
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
延
期

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
、
延
期
の
日
程
に
つ
い
て
は
未

定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8

（
局
番
な
し
）
は
、
お
近
く
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に

よ
り
、
消
費
生
活
相
談
の
最
初
の

一
歩
を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で

す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
水

道
水
に
混
ざ
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
調
査
に
行
く
の
で
、
お
宅

の
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
」
、

「
助
成
金
が
あ
る
の
で
個
人
情
報

や
口
座
情
報
を
教
え
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル

で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

　
そ
ん
な
と
き
は
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
3
桁
の

電
話
番
号
で
つ
な
が
る
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
1
8
8 

（
い
や

や
!
）
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解

決
を
支
援
し
ま
す
。

旧
荒
船
の
湯
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
売
却
に
つ
い
て

　
荒
船
の
湯
譲
渡
に
伴
い
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
入
札
方
式
で
売
却
し
ま
す
。　
購
入
希
望
者
は
次
の
事
項
を
確
認
の
う

え
、商
工
観
光
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
車
両
情
報
　◯
車
種
　
日
野
　
リ
エ
ッ
セ
　
29
人
乗
り
　
◯
排
気
量
　
5
，3
0
0
c
c
軽
油

◯
年
式
　
平
成
9
年
８
月
登
録（
車
検
：
令
和
2
年
8
月
20
日
ま
で
）

◯
走
行
距
離
　
約
1
3
2
，0
0
0
ｋ
ｍ

●
売
却
方
法
　
入
札
方
式
　
●
最
低
売
却
価
格
　1
5
0
，0
0
0
円
　

●
申
込
書（
入
札
書
）提
出
期
日
　令
和
2
年
5
月
20
日（
水
）（
厳
守
）

●
主
な
注
意
点
　・売
却
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

・
車
体
に
記
載
の
文
字
等
に
つ
い
て
は
購
入
者
が
削
除
し
、後
日
写
真
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
車
両
見
学
に
つ
い
て
は
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
随
時
対
応
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。・
名
義
変
更
等
に
係
る
費
用
は
購
入
者
で
負
担
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書（
入
札
書
）は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、又
は
商
工
観
光
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

・
詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
　
商
工
観
光
係
　
☎
64
―
8
8
0
5（
直
通
）
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当
該
年
度
定
期
接
種
対
象
外
の
方

（
満
65
歳
以
上
）
で
、
今
ま
で
に
１
度

も
高
齢
者
肺
炎
球
菌
（
23
価
）
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

※

保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
、
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
接
種
当
日
は
、
接
種
費
用
２
、
０

０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課

保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

〜
任
意
接
種
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
〜

　
肺
炎
球
菌
と
は
、
肺
炎
な
ど
の
原
因

と
な
る
病
原
菌
で
す
。
特
に
、
高
齢
者

は
免
疫
力
の
低
下
に
伴
い
肺
炎
に
か
か

り
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
定
期
接
種
・
対
象
者
　接
種
日
当
日

に
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
過
去

に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
（
23
価
）
の
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
で

①
令
和
２
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
３
年

４
月
１
日
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
機
能
障

害
を
有
す
る
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
の
方

●
接
種
費
用

自
己
負
担
金
　
２
，
０
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま

す
。

●
期
間
　令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

●
持
ち
物
　身
分
証
明
書
（
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
接
種
方
法
　対
象
者
に
は
保
健
推
進

員
を
通
じ
て
５
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
が

き
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

①
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請

書
を
記
入

②
予
診
票
を
受
け
取
る

③
指
定
医
療
機
関
に
予
約

●
注
意
事
項
　１
度
で
も
高
齢
者
肺
炎

球
菌
（
23
価
）
の
予
防
接
種
を
行
っ
た

方
は
、
対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
肺
炎
に
か
か
っ
た
方
で
も
ワ

ク
チ
ン
の
型
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

の
す
べ
て
に
罹
患
し
た
と
み
な
せ
な
い

の
で
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

定
期
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て

健康健康

希
望
す
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

任
意
予
防
接
種
の
助
成
を
し
ま
す

対象者

回数

個人負担金

接種方法

その他

ロタウイルス おたふくかぜ 大人の風疹・麻疹

生後6週から27週ま
たは32週まで
※令和2年7月31日
生まれまでの乳児

１歳以上５歳未満 平成２年４月１日以
前に生まれた方で、
妊娠を希望している
女性およびその夫、
妊娠中の女性の夫

助成額（1価ワクチ
ン7,500円、5価ワ
クチン5,000円）を
差し引いた額。

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

無料 助成額（風疹3,000
円、麻疹風疹混合ワ
クチン5,000円）を
差し引いた額。

初回接種を生後14
週6日までに済ませ
てください。

妊娠中は接種できま
せん。また、接種後
2か月は避妊が必要
です。

2回または3回 １回 １回

　
毎
年
6
月
に
開
催
し
て
い
た「
歯
と
口

の
健
康
フ
ェ
ア
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、今
年
は
開
催

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。楽

し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に

は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
0
6

「
歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
」
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

に
感
染
し
た
方
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
な

ど
が
ご
家
庭
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
、鼻

水
等
が
付
着
し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
の
ご
み
を
捨
て
る
際
は
次
の
よ
う
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

※『
ご
み
の
捨
て
方
』を
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、ご
家
族
だ
け
で
な
く
、皆

様
が
出
し
た
ご
み
を
扱
う
町
村
職
員
や

廃
棄
物
処
理
業
者
の
方
へ
感
染
症
予
防

対
策
と
し
て
も
有
効
で
す
。

※
ご
み
を
捨
て
る
際
は
ル
ー
ル
に
従
い
指

定
日
に
決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
64
―
8
8
1
1（
下
仁
田
町
役
場
内
）

家
庭
で
の
マ
ス
ク
な
ど
の
捨
て
方
に
つ
い
て

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

5/12（火）

１０：００～１１：３０
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当
該
年
度
定
期
接
種
対
象
外
の
方

（
満
65
歳
以
上
）
で
、
今
ま
で
に
１
度

も
高
齢
者
肺
炎
球
菌
（
23
価
）
の
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

※

保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
身
分
証
明
書

（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

を
持
参
し
て
、
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
接
種
当
日
は
、
接
種
費
用
２
、
０

０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課

保
健
推
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
５
４
９
０

〜
任
意
接
種
も
継
続
し
て
行
い
ま
す
〜

　
肺
炎
球
菌
と
は
、
肺
炎
な
ど
の
原
因

と
な
る
病
原
菌
で
す
。
特
に
、
高
齢
者

は
免
疫
力
の
低
下
に
伴
い
肺
炎
に
か
か

り
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
ご
希
望

の
方
は
、
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
定
期
接
種
・
対
象
者
　接
種
日
当
日

に
、
下
仁
田
町
に
住
所
を
有
し
、
過
去

に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
（
23
価
）
の
予
防

接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
者
で

①
令
和
２
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
３
年

４
月
１
日
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

に
な
る
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全
機
能
障

害
を
有
す
る
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
の
方

●
接
種
費
用

自
己
負
担
金
　
２
，
０
０
０
円

※

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
に
な
り
ま

す
。

●
期
間
　令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

●
持
ち
物
　身
分
証
明
書
（
健
康
保
険

証
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
接
種
方
法
　対
象
者
に
は
保
健
推
進

員
を
通
じ
て
５
月
中
旬
頃
ま
で
に
は
が

き
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、

①
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
申
請

書
を
記
入

②
予
診
票
を
受
け
取
る

③
指
定
医
療
機
関
に
予
約

●
注
意
事
項
　１
度
で
も
高
齢
者
肺
炎

球
菌
（
23
価
）
の
予
防
接
種
を
行
っ
た

方
は
、
対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
肺
炎
に
か
か
っ
た
方
で
も
ワ

ク
チ
ン
の
型
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

の
す
べ
て
に
罹
患
し
た
と
み
な
せ
な
い

の
で
、
対
象
に
な
り
ま
す
。

定
期
の
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
に
つ
い
て

健康健康

希
望
す
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課
　
保
健
予
防
係

☎
82
―
5
4
9
0

任
意
予
防
接
種
の
助
成
を
し
ま
す

対象者

回数

個人負担金

接種方法

その他

ロタウイルス おたふくかぜ 大人の風疹・麻疹

生後6週から27週ま
たは32週まで
※令和2年7月31日
生まれまでの乳児

１歳以上５歳未満 平成２年４月１日以
前に生まれた方で、
妊娠を希望している
女性およびその夫、
妊娠中の女性の夫

助成額（1価ワクチ
ン7,500円、5価ワ
クチン5,000円）を
差し引いた額。

委託医療機関での個別接種です。
①保健センターへ申請して、該当予防接種の予診票を受取る。
②医療機関に事前に予約して、指定された日に受診する。

無料 助成額（風疹3,000
円、麻疹風疹混合ワ
クチン5,000円）を
差し引いた額。

初回接種を生後14
週6日までに済ませ
てください。

妊娠中は接種できま
せん。また、接種後
2か月は避妊が必要
です。

2回または3回 １回 １回

　
毎
年
6
月
に
開
催
し
て
い
た「
歯
と
口

の
健
康
フ
ェ
ア
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、今
年
は
開
催

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。楽

し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に

は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、ご
理
解
の
ほ

ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会
　

☎
0
2
7
4
―
62
―
1
7
0
6

「
歯
と
口
の
健
康
フ
ェ
ア
」
中
止
の
お
知
ら
せ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症

に
感
染
し
た
方
や
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
な

ど
が
ご
家
庭
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
、鼻

水
等
が
付
着
し
た
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
の
ご
み
を
捨
て
る
際
は
次
の
よ
う
に
行

い
ま
し
ょ
う
。

※『
ご
み
の
捨
て
方
』を
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、ご
家
族
だ
け
で
な
く
、皆

様
が
出
し
た
ご
み
を
扱
う
町
村
職
員
や

廃
棄
物
処
理
業
者
の
方
へ
感
染
症
予
防

対
策
と
し
て
も
有
効
で
す
。

※
ご
み
を
捨
て
る
際
は
ル
ー
ル
に
従
い
指

定
日
に
決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
事
務
局

☎
64
―
8
8
1
1（
下
仁
田
町
役
場
内
）

家
庭
で
の
マ
ス
ク
な
ど
の
捨
て
方
に
つ
い
て

5月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

5/21（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。 動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

5/12（火）

１０：００～１１：３０
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約３分間の健康講話が聞けます
月／睡眠剤、ほんとうに飲みますか？　 火／キシリトールについての誤解
水／月経前症候群（PMS）とは　　　木／６０歳で２４本以上の自分の歯がありますか
金／腰の痛み　　    　　　　　　  土日／舌苔（ぜったい）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１４日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）5月～6月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月26日（金）

5月12日（火）
6月2日（火）

5月22日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年2月～3月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

平成２8年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月12日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆５月１７日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
5月11・18・
  25日（月）

5月25日（月）

5月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

自粛生活の中・・・
ちょっとした運動で体を守ろう！

【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●少し意識して運動を
家事や庭の手入れなど無理なく行いましょう。転ばず過ごすために、筋肉も鍛えられます！
【ウオーキング】
ちょっとした時間を見つけて歩きましょう。心肺機能を高め、骨粗鬆症の予防、免疫力を高めるなどの効果があります。
【室内でできる運動】
体力や筋力に合わせて、痛みのない範囲で無理せずに。ゆっくりした動きで、血圧が上がらないように息は止めずに。

●歩きながら脳を刺激
散歩しながらしりとりや計算（100から3ずつ引いていきましょう）植物や動物などの名前を言ったりもいいですね。
夢中になることは危険なので、安全に歩くことを優先しましょう。
●深呼吸でリラックス
『腹式呼吸』を意識して自律神経をリラックス。不安や緊張を感じやすい人は、特におすすめ♡

コロナウィルス感染症予防のため、現
在、介護予防教室・コグニサイズ、い
きいき健康教室はお休みです。再開
時には広報でお知らせいたします。

椅子に座って足の運動
背筋を伸ばして椅子に座り、足首
の角度を直角にしたまま、ゆっく
りと床から上げる。10秒キープ

お尻の持ち上げ
膝を立てて仰向けに寝る。ゆっくりとお
尻を持ち上げ、背中がまっすぐになる
ようにする。息を吐きながら10秒キー
プ、息を吸いながらゆっくり戻す。

特定健診・がん検診等5月中の集団健診を

中止いたします
なお、今後の健診のご案内については改めてお知らせいたします。
ご迷惑をおかけ致しますが、町民の皆さまの感染予防にご理解とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
下仁田町保健課（保健センター）☎0274-82-5490
〒370-2601 下仁田町大字下仁田111-2

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため新型コロナウイルスの感染拡大防止のため重要なお知らせ

健康健康
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約３分間の健康講話が聞けます
月／睡眠剤、ほんとうに飲みますか？　 火／キシリトールについての誤解
水／月経前症候群（PMS）とは　　　木／６０歳で２４本以上の自分の歯がありますか
金／腰の痛み　　    　　　　　　  土日／舌苔（ぜったい）
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆１４日(木)　歯科　午後7時半～9時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン5月 ☎０２７－２３４－４９７０

令和２年度（2020）5月～6月  健康カレンダー

富岡保健福祉事務所　5月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

6月26日（金）

5月12日（火）
6月2日（火）

5月22日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　２時

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）

母子健康手帳
タオル、歯ブラシ
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと
尿・歯ブラシ

乳幼児は
母子健康手帳、
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、医師の診察、む
し歯予防指導、家族計画・
授乳指導育児相談、保健指
導、離乳食相談と試食

問診、計測、医師の診察、歯
科健診、むし歯予防指導・
希望者にフッ素塗布、食生
活指導と手作りおやつの
試食、保健指導、心理発達
相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和2年2月～3月生まれ

令和元年11月～12月生まれ

令和元年8月～9月生まれ

平成31年3月～4月生まれ

平成30年9月～10月生まれ

平成30年3月～4月生まれ

平成２9年9月～10月生まれ

平成２9年3月～4月生まれ

平成２8年9月～10月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

6月12日（金）
午後３時から

予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。緊急
時にご利用してください。
◆５月１７日（日）　小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院 救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院休日診療所 富岡市甘楽郡医師会 休日の小児救急診療

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

診 療 日　日曜日、祝日
診療時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～５時
診療場所　休日診療所(公立富岡総合病院隣接）
　　　　　富岡２０３７番地１
問い合わせ　☎６４－１９３９

(ヨクナレ)

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当医
5月11・18・
  25日（月）

5月25日（月）

5月12日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係

62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝炎）・尿検査
（クラミジア、淋菌）＊匿名で受けられます

HIV検査のみ

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後5時30分～6時30分
（予約制）

午後１時～２時
（予約制）

　子どもの急な病気などで対応に困ったら、プッシュ回線の電話、
または携帯電話から＃８０００にお電話ください。保健師・看護
師が相談に応じます。
相談日時　月～土曜日　午後６時～翌朝午前８時
　　　　　日曜日･祝祭日･年末年始　午前８時～翌朝午前８時
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５４０

＃８０００こども医療電話相談

広
報しもにた

自粛生活の中・・・
ちょっとした運動で体を守ろう！

【問い合わせ先】福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●少し意識して運動を
家事や庭の手入れなど無理なく行いましょう。転ばず過ごすために、筋肉も鍛えられます！
【ウオーキング】
ちょっとした時間を見つけて歩きましょう。心肺機能を高め、骨粗鬆症の予防、免疫力を高めるなどの効果があります。
【室内でできる運動】
体力や筋力に合わせて、痛みのない範囲で無理せずに。ゆっくりした動きで、血圧が上がらないように息は止めずに。

●歩きながら脳を刺激
散歩しながらしりとりや計算（100から3ずつ引いていきましょう）植物や動物などの名前を言ったりもいいですね。
夢中になることは危険なので、安全に歩くことを優先しましょう。
●深呼吸でリラックス
『腹式呼吸』を意識して自律神経をリラックス。不安や緊張を感じやすい人は、特におすすめ♡

コロナウィルス感染症予防のため、現
在、介護予防教室・コグニサイズ、い
きいき健康教室はお休みです。再開
時には広報でお知らせいたします。

椅子に座って足の運動
背筋を伸ばして椅子に座り、足首
の角度を直角にしたまま、ゆっく
りと床から上げる。10秒キープ

お尻の持ち上げ
膝を立てて仰向けに寝る。ゆっくりとお
尻を持ち上げ、背中がまっすぐになる
ようにする。息を吐きながら10秒キー
プ、息を吸いながらゆっくり戻す。

特定健診・がん検診等5月中の集団健診を

中止いたします
なお、今後の健診のご案内については改めてお知らせいたします。
ご迷惑をおかけ致しますが、町民の皆さまの感染予防にご理解とご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】
下仁田町保健課（保健センター）☎0274-82-5490
〒370-2601 下仁田町大字下仁田111-2

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため新型コロナウイルスの感染拡大防止のため重要なお知らせ

健康健康
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

5
月
30
日（
土
）・5
月
31
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

8
日（
金
）・
20
日（
水
）・
26
日

（
火
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

10
日（
水
）・
18
日（
木
）・
29
日

（
月
）の
予
定
で
す
。

会
計
課
窓
口
に
て
切
手・群
馬
県
証

紙・収
入
印
紙
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

取
扱
手
数
料
が
町
に
入
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
い
の
な
い
金
種
も
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税（
県
税
）の
納
期
は
６

月
１
日（
月
）で
す
。

自
動
車
税
等
の
県
税
は
役
場
会
計
課

で
も
納
付
で
き
、そ
の
取
扱
い
事
務
費

が
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
１
期・軽
自
動
車
税

納
期
限
は
６
月
１
日（
月
）で
す

月
5

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

5
月
の
支
払
日

6
月
の
支
払
日

人口
　男
　女
世帯

（　25）
（　21）
（　 4）
（　 6）

ー

ー

ー

（　）内は前月比

7,147人
3,517人
3,630人
3,307世帯

転入  31人/  出生 0人
転出  41人/  死亡 15人

（4月1日現在）

（3月中）

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（眞太郎）

（とみ子）

（一　男）

（　正　）

（克　郎）

（　浩　）

（浩　司）

（誠　次）

（　宏　）

（忠　男）

（昌　子）

（英　正）

（佳　男）

中　央

大　坂

矢　川

横　間

下　町

中　央

下青倉

東野牧

吉　崎

中　央

蒔　田

東野牧

栗　山

石井　房子

神戸　巖

園部　ミチ

上原　光雄

櫻井　ふみ子

須賀　廉司

福田　さき子

金井　きよ

小金澤おかい

髙野　良男

下山　和男

加部　喬

田村　善子質問 . これは何の数でしょうか？

回答 . これは手に残るウイルスの数です。

手洗いなし

流水１５秒手洗い

▷

▷

約１，０００，０００個

約１０，０００個

数十個（残存率０.００１％）数十個（残存率０.００１％）

下仁田町下仁田町

広
報
２０１９年

月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２０年 No769

月月

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
当初予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P5
総合戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P2～P3
当初予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P4～P5
総合戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P8～P11

下仁田プライド in

ひとり一人の
健康意識

3月届出分〈敬称略・順不同〉

5/5(祝）
11,500円

5/6(祝）
10,500円

5/7(木）
7,200円

5/8(金）
7,200円

5/9(土）
13,600円

5/10(日）
13,400円

5/11(月）
8,000円

2020年 5/5(祝）～5/10(日）感謝料金

日頃の
感謝を
込めて！

下仁田町民
感謝ウイーク開催
下仁田町民

感謝ウイーク開催
有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

※下仁田在住・もしくは在勤の方のみの感謝料金です。(セルフプレー・昼食込・税込）
※電話で、下仁田町在住・在勤をお伝えの上、ご予約下さい。

☎82‒6111

▷
ハンドソープで６０秒
もみ洗い後、流水１５秒

Quest ion 

Answer

出典：厚生労働省ホームページ

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制


